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や
っ
ち
く
松
山
藩
の
あ
ゆ
み

　

や
っ
ち
く
松
山
藩
は
、
平
成
の
あ
ゆ
み

と
共
に
歴
史
を
重
ね
て
21
年
目
を
迎
え
た

と
こ
ろ
で
す
。
平
成
元
年
、
旧
松
山
町
に

住
む
若
者
達
が
、
活
気
が
あ
る
と
は
い

え
な
い
ま
ち
の
現
状
を
「
ど
げ
ん
か
せ

ん
と
い
か
ん
！
」
と
立
ち
上
が
り
、
自
分

た
ち
の
力
で
新
た
な
る
活
力
や
発
展
を
呼

び
起
こ
そ
う
と
、
心
を
ひ
と
つ
に
大
隅
の

國
や
っ
ち
く
松
山
藩
を
開
藩
し
ま
し
た
。

や
っ
ち
く
と
は
、
旧
松
山
町
の
特
産
で
あ

る
野
菜
と
畜
産
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で

す
が
、鹿
児
島
弁
で「
や
り
と
げ
る
」「
や
っ

て
い
こ
う
」
と
い
う
意
味
も
込
め
た
も
の

で
す
。

　

や
っ
ち
く
松
山
藩
が
主
催
す
る
秋
の
陣

ま
つ
り
で
は
、
若
者
た
ち
に
よ
る
手
づ
く

り
と
お
も
て
な
し
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ

り
、
い
か
に
し
て
来
場
者
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
か
を
真
剣
に
、
ま
た
楽
し
み
な
が

ら
考
え
、
実
践
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
現

在
、
ま
つ
り
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
幅
広
い

や
っ
ち
く
松
山
藩
の
活
動
は
、
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
ほ
ど
に
成
長
し
ま

し
た
。

大
盛
況
！
秋
の
陣
ま
つ
り

　

平
成
21
年
11
月
７
日
（
前
夜
祭
）、
８

日
（
本
祭
）
に
か
け
て
、「
大
隅
の
國
や
っ

ち
く
松
山
藩
第
21
回
秋
の
陣
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
で
は
、
地
元
の
方
を
中
心
に
し

た
舞
台
出
演
で
盛
り
上
が
り
、
ま
た
、
志

いざ出陣！
新源地は大隅の國やっちく松山藩

秋の陣まつり盛大に開催！

布
志
ち
り
め
ん
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
、

感
動
的
な
ア
ン
デ
ス
・
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ

の
歌
声
に
、
来
場
者
も
魅
了
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
し
た
。

　

翌
日
の
本
祭
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
爽さ

わ

や

か
な
秋
晴
れ
の
も
と
会
場
内
は
５
万
人
を

こ
え
る
人
々
の
活
気
や
熱
気
で
溢
れ
て
い

ま
し
た
。
武
者
行
列
で
ま
つ
り
の
幕
を
開

け
、
そ
の
後
に
執
り
行
わ
れ
た
奉
納
儀
式

で
は
、
吉
田
救
仁
院
守
隆
司
第
６
代
藩
主

の
就
任
が
高
ら
か
に
宣
言
さ
れ
、
や
っ
ち

く
松
山
藩
の
新
た
な
展
開
も
期
待
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ゆ
り

保
育
園
お
ゆ
う
ぎ
、
川
路
郷
土
芸
能
披
露

な
ど
魅
力
あ
る
舞
台
が
続
き
、
歌
手
の
香

田
晋
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
場

内
一
体
と
な
っ
た
演
出
で
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

「
武
者
の
ぼ
り
旗
」
を
市
内
か
ら
募
集
し
、

会
場
入
口
に
立
ち
並
び
ま
し
た
。
彩
り
も

豊
か
で
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
勇
壮
な
、
今
ま
で
に
な
い
ま
つ
り
の
雰

囲
気
と
な
り
、
感
嘆
の
声
が
あ
ち
こ
ち
か

ら
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
を
終
え
て
・
・
・

　

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
で
、
第
21
回
秋

の
陣
ま
つ
り
も
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
来
年
に
向
け
て
、
す
で
に

や
っ
ち
く
松
山
藩
は
動
き
出
し
て
い
ま
す

が
、
他
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
、

や
っ
ち
く
な
ら
で
は
の
ま
つ
り
を
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

吉田救仁院守隆司第6代藩主就任！

総勢100人！奉納武者行列ちりめん太鼓の力強い演奏 ダンスを披露するこれもんの皆さん

よさこい踊りで会場は盛り上がりました野菜の大判振る舞いに長蛇の列 川路郷土芸能の披露

やっちくサスケに多くの子どもたちが挑戦！からくり忍者屋敷は大人気でした 白バイ体験は子どもたちに大人気！

24本の武者のぼりが立ち並びました陣馬そりは熱戦が繰り広げられました 会場は多くの人でにぎわいました
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基本目標１〈都市基盤〉
の」物と物「」人と人「」郷と郷「

つながりがあるまち

基本目標４〈保健・医療・福祉〉
「心」かよい合い

若さあふれる元気なまち

基本目標３〈産業経済〉
大地の力と海の恵みを活かした
創造性あふれる持続可能なまち

基本目標２〈生活環境〉
自然や風土と共生する
安心で豊かなまち

基本目標５〈教育・文化〉
伝統・文化を守り育み、

次代へつなげる人づくりのまち

基本目標６〈コミュニティ〉
市民が輝く共生・協働のまち

基本目標７〈行財政〉
市民とともに歩む
「ムダ」のない経営

輪（わ）
の心

“志”のあふれるまち
考（こう）
の心

活（かつ）
の心

守（しゅ）
の心

やすらぎとにぎわいの
輪が協奏するまち

【笑顔あふれる ふるさと・みなと・まち】

将来像

〈まちづくりの方針〉

第 一 次 志 布 志 市
振 興 計 画 の 検 証
を 行 い ま し た

�　市報しぶし■ 2009.12 2009.12 ■市報しぶし　�

①
九
州
唯
一
の
中
核
国
際
港
湾
と
し
て
指

定
を
受
け
て
い
る
志
布
志
港
の
整
備
・
充

実
に
つ
い
て
は
、
平
成
9
年
度
よ
り
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
新
若
浜
地
区
国
際

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
が
、
平
成
21
年

3
月
に
供
用
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市

民
に
親
し
ま
れ
る
港
と
し
て
、
交
流
・
憩

い
の
場
と
な
る
緑
地
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

②
広
域
道
路
網
の
整
備
は
、
国
・
県
へ
の

整
備
促
進
の
要
望
活
動
の
強
化
に
よ
り
、

東
九
州
自
動
車
道
の
末
吉
財
部
IC
～
曽
於

弥
五
郎
IC
間
が
平
成
21
年
度
中
に
供
用
開

始
予
定
で
あ
り
ま
す
。
都
城
志
布
志
道
路

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
２
月
に
松
山
～

有
明
北
間
が
開
通
す
る
と
と
も
に
、
有
明

IC
～
志
布
志
IC
間
の
工
事
が
着
手
さ
れ
、

平
成
21
年
３
月
に
は
有
明
北
IC
～
有
明
IC

間
が
整
備
区
間
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

③
住
環
境
に
つ
い
て
は
、
歩
道
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
推
進
し
、
子
供
や
高
齢
者
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

街
路
事
業
及
び
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、
財
政
面
や
将
来
を
見
据
え
、
よ
り

良
い
方
向
を
探
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
情
報
化
実
施
計
画
の
策
定
を
行
い
、
情

報
通
信
基
盤
の
整
備
と
電
子
自
治
体
の
推

進
を
掲
げ
ま
し
た
。
計
画
策
定
に
際
し
、

情
報
イ
ン
フ
ラ
基
本
調
査
を
実
施
し
て
、

将
来
計
画
の
基
礎
資
料
を
収
集
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
1
月
１
日
に
、松
山
町
、

志
布
志
町
、
有
明
町
が
合
併
し
、「
志

布
志
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
3
月
に
、
志
布
志
市
の

将
来
の
発
展
に
向
け
、
市
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
活
力
と
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
市

政
の
総
合
的
な
指
針
と
な
る
「
第
1

次
志
布
志
市
振
興
計
画
」
を
、
基
本

構
想
の
計
画
期
間
を
平
成
19
年
度
か

ら
28
年
度
の
10
年
間
と
し
、
前
期
基

本
計
画
（
平
成
19
年
度
～
23
年
度
）、

後
期
基
本
計
画
（
平
成
24
年
度
～
28

年
度
）と
し
て
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
本
市
の
将
来
像
で
あ

る
「
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
輪
が

協
奏
す
る
ま
ち
」の
実
現
へ
向
け
て
、

7
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
７
つ
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
ご
と
に
、
合
併
か
ら
現
在

ま
で
の
検
証
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

振
興
計
画
に
示
さ
れ
た
各
分
野
の

目
標
が
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る

か
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
前
期
基

本
計
画
の
残
り
の
期
間
（
平
成
22
年

度
～
23
年
度
）
へ
の
対
策
と
、
後
期

基
本
計
画
へ
向
け
て
の
方
向
性
な
ど

に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
郷
と
郷
」「
人
と
人
」「
物
と
物
」
の
つ
な
が
り
が
あ
る
ま
ち　
（
都
市
基
盤
）

工事が進められている高規格道路

新若浜港の供用開始など開発が進む志布志港
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①
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
平
成
19
年

度
に
医
療
費
増
加
に
よ
り
、
国
保
税
率
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
に
後

期
高
齢
者
医
療
費
制
度
の
創
設
な
ど
医
療

費
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
医
療
費
の
比
較

は
単
純
に
で
き
ま
せ
ん
が
過
去
と
比
べ
る

と
金
額
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
介
護
給
付
費
に
関
し
て
も
要
介
護

者
が
増
え
増
加
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

②
平
成
21
年
度
を
「
健
康
づ
く
り
元
年
」

と
位
置
付
け
、
総
市
民
に
よ
る
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
様
々
な
事
業
の
展
開
を
行
っ

て
い
ま
す
。

③
「
子
育
て
し
や
す
い
環
境
」
は
、
市
の

方
針
で
あ
る
「
子
育
て
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
、
国
・
県
事
業
、

市
単
独
事
業
含
め
多
様
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
合
併
後
も
、
乳
幼
児
医
療
費

助
成
の
支
給
額
の
増
額
、
補
助
に
よ
る
妊

産
婦
検
診
回
数
の
増
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の

充
実
に
伴
う
相
談
体
制
の
拡
充
等
新
規
に

展
開
し
、
更
な
る
環
境
改
善
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

④
高
齢
者
福
祉
は
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

た
、
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
充
実
を
サ

ポ
ー
ト
、
転
倒
予
防
教
室
や
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

社
会
参
加
と
予
防
を
合
わ
せ
た
事
業
と
し

て
は
、
高
齢
者
労
働
能
力
活
用
事
業
を
実

施
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営

補
助
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
事

業
展
開
を
地
域
主
導
で
、
発
展
的
に
継
続

し
て
い
く
た
め
の
環
境
整
備
は
整
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

⑤
障
害
者
福
祉
は
、「
曽
於
地
区
障
害
者

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成
18
年
10
月

に
立
ち
上
げ
、
曽
於
地
域
全
体
の
相
談
支

援
を
委
託
業
務
と
し
て
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
利
用
者
も
多
く
、
出
張
相
談

も
開
始
し
て
自
宅
で
の
相
談
も
可
能
と
な

り
、
障
害
者
の
ケ
ア
に
大
き
な
効
果
を
表

し
て
い
ま
す
。
国
全
体
が
障
害
者
施
策
の

見
直
し
過
程
で
あ
り
、
今
後
流
動
的
で
は

あ
り
ま
す
が
、〝
障
害
者
が
不
自
由
な
く

暮
ら
せ
る
志
布
志
市
〟
を
目
指
し
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
段
階
で
あ
り
ま
す
。

⑥
地
域
福
祉
の
充
実
は
、
合
併
に
伴
い
広

域
化
し
た
自
治
体
の
中
で
、
従
来
の
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築
す
る
必
要
が
生

じ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
を
核
と
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
事
業

展
開
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
自
治
体
の
推

進
す
る
福
祉
行
政
と
、
住
民
自
治
会
が
望

む
福
祉
行
政
の
方
向
性
を
互
い
に
確
認
す

る
こ
と
で
、
今
後
、
実
施
す
べ
き
福
祉
施

策
の
展
望
が
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

第一次志布志市振興計画の検証を行いました
「
心
」
か
よ
い
合
い
若
さ
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち　
（
保
健
・
医
療
・
福
祉
）

子育て日本一のまちづくりに向けての取り組み

①
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
県
営
住
宅
の

割
合
が
近
隣
他
市
に
比
較
し
て
高
く
、
既

に
ス
ト
ッ
ク
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
は
、
建
築
年
度
の
違
い
に
よ
り

老
朽
化
が
進
ん
だ
住
宅
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
住
み
や
す
さ
や
住
環
境
の
満
足
度
に

は
地
域
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
個

人
差
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
概
ね
新
し
い

住
宅
の
満
足
度
は
高
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

②
公
園
は
適
切
な
維
持
管
理
が
な
さ
れ
、

市
民
の
憩
い
の
場
や
ス
ポ
ー
ツ
及
び
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、

遊
具
は
、
定
期
点
検
を
行
っ
て
事
故
等
な

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
市
民
に
安
全
で
良
質
な
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
と
と
も
に
災
害
に
強
い
水
道
施

設
の
整
備
の
た
め
に
施
設
の
新
設
や
改
良

を
進
め
ま
し
た
。

④
ご
み
処
理
は
、
ご
み
の
再
資
源
化
を
基

本
に
お
き
28
品
目
の
分
別
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ご
み
の
再
資
源
化
率
は
、
18
年
度

72
・
5
㌫
（
全
国
第
4
位
）
か
ら
19
年
度

72
・
8
㌫（
全
国
第
2
位
）を
記
録
し
、年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

⑤
不
法
投
棄
防
止
対
策
は
、
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
や
啓
発
看
板
の
設
置
を
は
じ
め
、

市
民
の
方
々
へ
の
環
境
学
習
会
を
開
催
し

環
境
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
21
年
10
月
「
ポ
イ
捨
て

防
止
条
例
」
を
施
行
し
、
環
境
学
習
会
等

を
通
じ
て
市
民
へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

⑥
太
陽
、
風
力
、
水
力
等
の
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
、
有
機
資
源
で
あ
る
バ
イ

オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
資
源
を
活
用
し
地
球

環
境
へ
の
貢
献
を
図
る
た
め
に
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
検
討

し
、
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
「
志

布
志
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
窓
口
を
統
一

し
て
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
、
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
政
策
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

⑦
自
然
災
害
は
、
近
年
大
き
な
災
害
は
な

い
も
の
の
、
今
後
地
球
温
暖
化
等
の
影
響

に
よ
る
災
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

志布志市のごみ資源の再資源化率は高い水準にあります

自
然
や
風
土
と
共
生
す
る
安
心
で
豊
か
な
ま
ち　
（
生
活
環
境
）

①
計
画
書
を
つ
く
る
と
き
の
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、「
雇
用
・
就
労

の
場
の
確
保
」
は
、
重
要
度
は
高
く
、
満

足
度
は
最
も
低
い
結
果
で
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
市
の
施
策
に
対
す
る
期
待
度
が
高

く
、
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
新
規
の
企
業
立
地
件
数
は
、
平
成
20

年
度
で
１
社
あ
り
ま
し
た
が
、
合
併
前
よ

り
2
、
3
年
に
１
社
程
度
の
誘
致
実
績
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
大

規
模
団
地
が
な
い
、
交
通
網
の
整
備
が
遅

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
市
内
の
被
雇
用
者
数
は
、
自
動
車
関
連

事
業
所
の
業
務
縮
小
に
よ
り
従
業
員
の
解

雇
が
あ
り
ま
し
た
。
有
効
求
人
数
は
、
農

業
、
福
祉
関
係
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
製

造
業
で
は
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況

で
す
。

③
農
家
経
営
は
、
近
年
の
燃
油
、
飼
料
等

の
生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
に
加
え
、
世
界
経

済
不
況
を
受
け
、
農
畜
産
物
の
価
格
も
下

落
の
一
途
で
あ
り
、
経
営
環
境
は
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
国
の
緊
急
対
策
等
に
準
じ
て
市

に
お
い
て
も
追
加
支
援
策
を
講
じ
農
家
の

経
営
維
持
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

④
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
推

進
や
、
作
目
別
の
生
産
性
の
向
上
を
図
る

た
め
に
生
産
技
術
指
導
等
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

⑤
志
布
志
漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る
ヒ

ラ
メ
、
マ
ダ
イ
の
放
流
に
対
し
補
助
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、市
の
単
独
事
業
と
し
て
、

ト
ラ
フ
グ
等
の
放
流
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑥
平
成
21
年
度
か
ら
は
、
観
光
協
会
と
特

産
品
協
会
が
一
体
と
な
り
、
志
布
志
市
観

光
特
産
品
協
会
と
し
て
新
た
な
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
、
市
・
商

工
会
・
観
光
特
産
品
協
会
の
連
携
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

⑦
合
併
以
降
、
入
込
客
数
、
宿
泊
者
数
な

ど
増
え
て
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
内
容
、
民
宿
村
な

ど
宿
泊
施
設
が
充
実
し
た
こ
と
が
そ
の
要

因
で
あ
り
ま
す
。
一
方
で
住
民
か
ら
は
、

イ
ベ
ン
ト
内
容
の
見
直
し
も
必
要
と
の
意

見
が
あ
り
ま
す
。

⑧
観
光
案
内
所
が
平
成
21
年
8
月
に
オ
ー

プ
ン
し
、
市
民
、
観
光
客
か
ら
今
後
の
利

活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

アピア内にオープンした港湾通り

大
地
の
力
と
海
の
恵
み
を
活
か
し
た
創
造
性
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能
な
ま
ち（
産
業
経
済
）

様々な農畜産物でブランドの確立を目指しています

秋の陣まつりで行われた歩こう会の様子平成の名水百選となった普現堂湧水



第一次志布志市振興計画の検証を行いました

9　市報しぶし■ 2009.12 2009.12 ■市報しぶし　�

①
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
職
員
数
の
削

減（
５
年
で
50
人
）は
、早
期
退
職
者
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

②
職
員
研
修
計
画
に
基
づ
き
、
年
次
的
な

階
層
別
研
修
や
公
募
に
よ
る
特
別
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
職
員
の
資

質
の
向
上
の
た
め
に
様
々
な
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。（
階
層
別
研
修
・
特
別
研
修
・

専
門
研
修
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
等
の
実
施
）

③
組
織
機
構
再
編
計
画
に
よ
り
、
平
成
20

年
度
か
ら
全
国
で
も
ま
れ
な
部
制
廃
止
を

実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
組
織
の
フ
ラ
ッ

ト
化
・
ス
リ
ム
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。（
20

年
度
か
ら
部
制
廃
止
、
課
・
係
の
統
廃
合
）

④
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
透
明
性
の
高
い

行
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
の
、
行
政
評
価

制
度
は
、
全
国
の
市
の
６
割
以
上
、
県
内
の

市
の
６
割
程
度
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本

市
は
、
全
国
の
先
進
例
で
あ
る
三
重
県
の
取

組
み
を
参
考
に
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
導
入

し
ま
し
た
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
務
事

業
評
価
が
進
む
こ
と
で
、
必
要
な
事
業
の
選

択
、優
先
度（
年
次
計
画
）が
明
確
に
な
れ
ば
、

予
算
規
模
の
縮
減
等
に
つ
な
が
り
、
実
現
可

能
な
財
政
計
画
が
策
定
で
き
、
市
の
持
続
的

な
健
全
財
政
運
営
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

⑤
入
札
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
よ
り
「
入

札
制
度
改
革
」
と
「
事
務
改
善
」
に
様
々

な
研
究
を
行
い
、
実
施
可
能
な
改
定
等

行
っ
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
電
子
入
札

導
入
・
総
合
評
価
方
式
導
入
な
ど
、
事
務

改
善
・
入
札
制
度
改
革
の
研
究
・
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑥
経
常
一
般
財
源
の
歳
出
抑
制
に
努
め
た

こ
と
及
び
市
税
等
は
減
収
と
な
っ
た
も
の

の
地
方
交
付
税
の
増
額
に
伴
い
経
常
収
支

比
率
は
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

⑦
標
準
財
政
規
模
か
ら
基
準
財
政
需
要
額

算
入
額
を
減
じ
た
額
の
増
率
よ
り
も
地
方

債
の
元
利
償
還
金
に
充
て
た
一
般
財
源
及

び
準
元
利
償
還
金
か
ら
基
準
財
政
需
要
額

算
入
額
を
減
じ
た
額
の
増
率
の
ほ
う
が
上

回
っ
て
い
た
こ
と
に
伴
い
実
質
公
債
費
比

率
は
0
・
3
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

⑧
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
償
還
負
担

金
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の
実
施
に

伴
い
地
方
債
残
高
は
増
え
、
基
金
残
高
は

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

⑨
予
算
編
成
の
段
階
か
ら
真
に
必
要
な
事

業
の
選
択
を
実
施
し
、
有
利
な
市
債
の
活

用
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
営
事
業
会

計
の
予
算
査
定
も
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
一
般
会
計
か
ら
公
営
企
業
会
計
へ
の

繰
出
金
の
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

⑩
施
設
の
廃
止
・
民
間
譲
渡
に
つ
い
て

は
、
合
併
以
降
、
民
間
譲
渡
１
（
食
肉
セ

ン
タ
ー
）、
廃
止
１
（
有
明
キ
ャ
ン
プ
場
）

で
あ
り
ま
す
。 

施
設
の
民
間
移
管
に
つ

い
て
は
、
保
育
所
５
（
伊
﨑
田
・
蓬
原
・

野
神
・
有
明
・
城
南
）
で
あ
り
、
近
隣
市

町
よ
り
や
や
進
ん
で
い
ま
す
。

市
民
と
と
も
に
歩
む
「
ム
ダ
」
の
な
い
経
営　
（
行
財
政
）

①
自
治
会
加
入
率
は
、
近
隣
他
市
よ
り
や

や
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
と
比
較

し
て
加
入
率
が
若
干
下
が
っ
て
い
ま
す
。

志
布
志
市
全
体
で
は
、
76 

・
7
㌫
の
加

入
率
で
す
が
、
地
域
差
が
あ
り
、
賃
貸
住

宅
の
多
い
市
街
地
近
郊
（
通
山
・
香
月
・

安
楽
地
区
）
で
は
加
入
率
が
低
め
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
自
治
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る

と
、
多
く
の
自
治
会
で
理
想
の
世
帯
数
は

30 

世
帯
程
度
と
回
答
し
て
お
り
、
現
実

の
世
帯
数
と
そ
れ
ほ
ど
相
違
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
地
理
的
要
因
な
ど
の
事
情
に

よ
り
、
一
律
に
適
正
規
模
を
設
定
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
程
度
の
戸
数

が
目
安
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方

で
、
小
規
模
自
治
会
で
は
、
高
齢
化
等
に

よ
り
自
治
会
活
動
の
維
持
が
困
難
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。
現
在

も
、
自
治
会
の
在
り
方
検
討
委
員
会
を
開

催
し
、
自
治
会
の
在
り
方
、
再
編
、
未
加

入
対
策
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

③
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め

に
、
国
、
県
の
示
す
水
準
を
目
指
し
、
平

成
19
年
度
に
「
男ひ

と女
が
と
も
に
輝
く
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
、
各
課
で

設
定
し
た
各
事
業
の
数
値
目
標
に
近
づ
く

よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
意
識
と

し
て
、「
男
女
共
同
参
画
」
に
関
す
る
講

演
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
意
識
が
高

く
な
い
た
め
か
浸
透
が
十
分
に
図
ら
れ
て

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は
、
風

土
的
要
因
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

④
「
志
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
は
市

独
自
の
も
の
で
あ
り
、
近
隣
市
町
と
の
比

較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
平
成
18
年
1
月
に

合
併
し
た
際
、
4
月
24
日
を
「
し
ぶ
し
の

日
」
と
制
定
し
、「
志
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
、中
学
3
年
生
に
よ
る「
１
０
０

文
字
で
書
く
立
志
の
志
の
発
表
」、「
記
念

講
演
会
」、「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
発
表
」、

平
成
21
年
度
は
「
健
康
づ
く
り
宣
言
」
等

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
市
民
へ
の
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

男女共同参画社会の実現に向けて様々な講演等を行っています

市
民
が
輝
く
共
生
・
協
働
の
ま
ち　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

①
不
登
校
に
つ
い
て
は
、
合
併
か
ら
平
成

20
年
度
の
経
年
変
化
を
み
る
と
、
横
ば
い

も
し
く
は
や
や
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
教
室
の
継
続
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
導
入
等
が
徐
々
に
効
果
と
し
て
表

れ
て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
て
い
る

生
涯
学
習
講
座
の
市
民
一
人
当
た
り
の
生

涯
学
習
講
座
へ
の
参
加
回
数
は
、
０
・
２

回
で
あ
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

特
定
の
人
が
複
数
の
講
座
に
参
加
す
る
傾

向
が
み
ら
れ
ま
す
。

③
図
書
館
の
一
人
当
た
り
の
図
書
貸
し
出

し
冊
数
に
つ
い
て
は
、
県
内
他
市
町
と
比

べ
高
い
水
準
に
あ
り
、
そ
の
背
景
と
し
て

は
、
大
型
絵
本
な
ど
児
童
図
書
等
の
蔵
書

が
充
実
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

④
ス
ポ
ー
ツ
の
団
体
数
や
加
入
者
数
は
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
ん
で
い
る
市
民
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
背
景
に
は
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

⑤
本
市
の
自
主
文
化
事
業
は
、
永
年
に
わ

た
り
意
図
に
沿
っ
た
文
化
事
業
を
継
続
し

実
施
し
て
お
り
、
近
隣
他
市
と
比
較
し
て

そ
の
成
果
は
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑥
市
内
に
ど
れ
ほ
ど
指
定
を
受
け
て
な
い

文
化
遺
産
が
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
所
在
す
る
の
か
不
明
で
し
た
。
今
回
こ

れ
を
全
市
的
に
確
認
・
把
握
す
る
た
め
に

総
て
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

指
定
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
検
討
し
や
す
く

な
り
、
年
次
毎
に
計
画
的
な
文
化
財
指
定

が
推
進
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
と
い
え
ま

す
。

⑦
文
化
財
愛
護
会
の
活
動
に
参
加
し
た
市

民
の
年
間
の
延
人
数
は
、
昨
年
度
に
比
べ

る
と
微
増
で
し
た
が
、
新
た
に
平
成
20
年

度
か
ら
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座
が
開

設
さ
れ
、
実
地
に
史
跡
め
ぐ
り
の
案
内
対

応
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
平
成
21
年

度
は
観
光
案
内
所
の
開
設
も
あ
り
、
２
カ

年
の
講
座
終
了
後
は
、
本
格
的
に
ガ
イ
ド

と
し
て
経
験
を
積
む
こ
と
に
な
り
、
さ
ら

に
機
会
の
増
加
と
習
熟
が
期
待
で
き
ま

す
。

⑧
青
年
団
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自

ら
が
積
極
的
に
参
加
し
た
研
修
会
に
よ
っ

て
交
流
が
生
ま
れ
、
団
員
の
資
質
の
向
上

と
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
責
任
や
自
覚
を

持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
青
年
層
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
低

下
や
仕
事
優
先
の
志
向
に
よ
り
、
組
織
の

拡
充
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
、
地

域
の
理
解
や
協
力
が
必
要
で
す
。

伝
統
・
文
化
を
守
り
育
み
、次
代
へ
つ
な
げ
る
人
づ
く
り
の
ま
ち（
教
育
・
文
化
）

志あふれるまちづくりの取り組み（しぶし志新会）行政改革に向けて重点施策研修等を行っています

多くの文化財が志布志市にはあります（即心院跡）耐震化工事を行った志布志中学校
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第
１
回
お
い
し
ぶ
し
祭
り
を
開
催

　

11
月
15
日
、
若
潮
酒
造
株
式
会
社
と
志

布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
と
の
共
同
イ
ベ

ン
ト
「
第
１
回
若
潮
新
酒
祭
り
＆
お
い
し

ぶ
し
祭
り
」
が
、
同
社
の
敷
地
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、同
社
の
焼
酎
が
県
本
格
焼
酎
・

熊
本
国
税
局
酒
類
鑑
評
会
や
モ
ン
ド
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
高
い
評
価
を
受
け
た
こ
と

で
、
地
域
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
振
舞
お
う
と
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
さ

ら
に
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
観
光
特
産

品
協
会
も
協
力
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
酒
の
振
舞
い
酒
や
志
布
志

市
の
特
産
品
の
販
売
、
バ
ン
ド
演
奏
、
豪

華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ

２
０
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

多くの方が会場を訪れまつりを楽しみました

城
跡
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
整
備

　

10
月
23
日
、
志
布
志
町
建
設
業
同
志
会

（
下
山
隆
会
長
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
国

指
定
史
跡
で
あ
る
志
布
志
城
跡
の
伐
採
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
指
定
史
跡
で
あ
る
志
布
志
城
跡
の
保

存
と
活
用
の
た
め
毎
年
行
っ
て
い
る
作
業

で
、
志
布
志
地
区
内
の
建
設
業
22
社
か
ら

参
加
し
た
約
40
人
が
、
内
城
跡
と
松
尾
城

の
下
草
払
い
、
倒
木
撤
去
、
竹
伐
採
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
に
よ
り
、
人
の
背
丈
ほ
ど
に

生
い
茂
っ
て
い
た
草
も
無
く
な
り
散
策
道

も
確
保
さ
れ
城
跡
は
大
変
明
る
く
な
り
ま

し
た
。

　

暑
い
中
、
山
城
を
維
持
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
お
疲
れ
様
で
し
た
。

生い茂る草木の伐採作業をするボランティア参加者

志
布
志
高
校
創
立
１
０
０
周
年
！

　

11
月
7
日
、
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
志
布
志
高
校
（
山
元
幸
夫
校
長
）
の
記

念
式
典
が
７
日
、同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
行
事
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
卒
業

生
が
中
心
と
な
り
１
０
０
㌔
リ
レ
ー
マ
ラ

ソ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
歴
代
卒
業
生
の
思
い
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
」
と
の
思
い
を
込
め
て
、
実
行
委
員
会

が
企
画
し
た
も
の
で
、
２
０
０
㍍
ト
ラ
ッ

ク
を
１
０
０
㍍
ず
つ
走
り
ま
し
た
。

　

第
一
走
者
に
同
窓
会
会
長
の
原
田
實
さ

ん
（
85
歳
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
在

校
生
の
力
強
い
走
り
に
刺
激
を
受
け
て
、

卒
業
生
も
青
春
時
代
を
思
い
だ
し
な
が
ら

約
６
時
間
か
け
て
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
、
最

後
は
参
加
者
全
員
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

一人ひとりの思いをつないで 100㌔を走りました

県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
に
出
品
！

　

10
月
20
日
に
曽
於
中
央
家
畜
市
場
に
て

曽
於
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
開
催

さ
れ
、本
市
か
ら
28
頭
が
出
品
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
上
位
入
賞
者
と
し
て
、
有
明
地

区
の
図
師
幸
二
さ
ん
、
金
子
デ
ー
リ
ィ
フ

ァ
ー
ム
（
金
子
栄
一
代
表
）
さ
ん
、
竹
吉

富
雄
さ
ん
、松
山
地
区
の
脇
田
廣
昭
さ
ん
、

工
藤
幹
雄
さ
ん
、
志
布
志
地
区
の
井
手
恒

夫
さ
ん
出
品
の
牛
が
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
１

席
と
な
り
ま
し
た
。　
　

　

そ
の
中
か
ら
、
有
明
地
区
の
図
師
幸
二
さ

ん
と
金
子
デ
ー
リ
ィ
フ
ァ
ー
ム
さ
ん
が
10
月

31
日
に
霧
島
市
で
開
催
さ
れ
た
県
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
に
出
品
し
、
金
子
デ
ー
リ
ィ
フ

ァ
ー
ム
の
「
マ
ウ
ン
ト
プ
ラ
イ
ス　
グ
レ

ン　
フ
オ
ー
ビ
ツ
デ
ン　
エ
ト
ナ　
フ
タ
ゴ
」

号
が
優
秀
賞
２
席
に
入
賞
し
ま
し
た
。

市内の乳牛が高い評価を受けました（写真：金子大輔氏）

民
宿
「
星
の
栖す
み
か」

が
オ
ー
プ
ン

　

11
月
に
温
泉
施
設
「
蓬
の
郷
」
に
隣
接

す
る
蓬
の
郷
民
宿
村
に
４
軒
目
の
民
宿

「
星
の
栖

す
み
か
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

民
宿
村
は
、
宿
泊
施
設
確
保
と
定
住
促

進
の
た
め
、
旧
有
明
町
が
平
成
15
年
度
に

整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

日
髙
守
廣
さ
ん
は
、
大
手
住
宅
メ
ー
カ

ー
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
退
職
を
機

に
民
宿
村
を
訪
れ
た
際
に
オ
ー
ナ
ー
に
同

級
生
が
お
り
、
こ
の
場
所
を
家
族
も
気
に

入
っ
た
た
め
、
民
宿
オ
ー
プ
ン
を
決
意
し

た
と
い
い
ま
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
日
髙
夫
妻
は
「
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
と
パ
ン
作
り
が
趣
味
で
、
手
作
り
パ

ン
等
を
朝
食
に
出
し
た
り
、
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
に
も
挑
戦
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。（
素
泊
ま
り
３
５
０
０
円
～
）

民宿「星の栖」と日髙さん夫妻（℡ 475-0960）

４月２４日はしぶしの日４月２４日はしぶしの日
し ぶ   し

ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
金
婚
式

　

11
月
20
日
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
主

催
に
よ
り
大
黒
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
金
婚

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
金
婚
式
は
、
結
婚
し
て
50
年
を
経

過
し
、
子
ど
も
の
教
育
、
家
庭
生
活
、
社

会
へ
の
貢
献
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
に
、
そ

の
苦
労
と
努
力
に
対
し
敬
意
を
表
し
、
感

謝
の
誠
を
さ
さ
げ
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
市
内
か
ら
76
組
１
４
９
名
の
方

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ち
り
め
ん
太
鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

ほ
か
、
参
加
者
へ
は
多
く
の
来
賓
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
井
道

徳
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

金婚式を祝っての三三九度を受ける出席者
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厳
か
に
戦
没
者
追
悼
式

　

11
月
24
日
、
市
文
化
会
館
で
志
布
志
市

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、市
長
や
議
長
、遺
族
の
方
々

等
、
約
４
０
０
人
が
参
列
し
、
現
在
の
日

本
の
平
和
の
た
め
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ

た
戦
没
者
の
御
霊
の
安
ら
か
な
眠
り
を
祈

る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

式
は
、
熊
本
市
の
陸
上
自
衛
隊
第
８
師

団
第
８
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
の
中
で
行
わ

れ
、
遺
族
を
代
表
し
て
河
原
橋
和
典
さ
ん

が
「
今
の
繁
栄
は
英
霊
の
皆
様
の
お
か
げ

で
す
。私
た
ち
は
市
の
発
展
を
引
き
継
ぎ
、

恒
久
平
和
を
発
信
し
続
け
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
市
民
の
幸
せ
を
見
守
り
、
心
安

ら
か
に
お
休
み
下
さ
い
」
と
追
悼
の
こ
と

ば
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平和への礎となった戦没者を参列者とともに追悼しました

新
若
浜
緑
地
公
園
の
名
前
が
決
定
！

　

平
成
24
年
に
完
成
す
る
新
若
浜
緑
地
の

公
園
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
（
呼
称
）
を
市
内
の

小
中
学
生
か
ら
募
集
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
牧
本
龍
樹
さ
ん
（
蓬
原
小

１
年
）
が
応
募
し
た
「
し
お
か
ぜ
公
園
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
10
月
29
日
、
志
布
志
市
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
で
行
わ
れ
た
選
考
の
中

で
「
志
布
志
や
港
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
、
子

ど
も
た
ち
に
親
し
み
の
持
て
る
名
称
で
あ

る
」
と
の
意
見
に
よ
り
応
募
作
品
３
１
５

点
の
中
か
ら
決
定
し
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
、
母
親
と
と
も
に
市
役
所
を

訪
れ
た
牧
本
さ
ん
は
「
公
園
の
名
前
に
決

ま
っ
て
嬉
し
い
で
す
。
完
成
し
た
ら
遊
び

に
行
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

名称決定の表彰状を手に笑顔の牧本さんとお母さん
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警
察
官
の
仕
事
を
体
験

　

10
月
29
日
、
30
日
の
２
日
間
、
志
布
志

高
校
１
年
生
が
志
布
志
警
察
署
で
職
場
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
で
は
、
警
察
署
や
交
番
施
設

の
見
学
の
ほ
か
鑑
識
作
業
の
体
験
、
管
内

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
警
察
官
の
様
々
な

職
場
や
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
の
面
持
ち
だ
っ
た
生
徒

も
、
訓
練
の
体
験
で
は
防
具
を
つ
け
て
担

当
し
た
警
察
官
と
と
も
に
爽
や
か
な
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
を
し
た
森
昌
裕
さ
ん
は
「
警

察
官
の
仕
事
は
多
岐
に
及
び
、
ま
た
、
厳

し
い
訓
練
を
日
常
的
に
行
い
、
私
達
市
民

の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

警察官の訓練を体験する森さん

金
メ
ダ
リ
ス
ト
か
ら
バ
レ
ー
の
指
導

　

11
月
６
日
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
輪
で
銀
メ

ダ
ル
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
五
輪
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
白
井
貴
子
さ
ん
が
伊
﨑
田
小
学
校

を
訪
れ
、
4
年
生
か
ら
6
年
生
の
児
童
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
派
遣
事

業
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
日
本
を
代
表
す

る
選
手
に
指
導
し
て
も
ら
い
、
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
み
や
歓
び
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

白
井
さ
ん
は
指
導
の
前
に
子
ど
も
た
ち

に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
た
き
っ
か
け
や

目
標
を
持
ち
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
指
導
の
後
に
、
子
ど
も

た
ち
は
金
メ
ダ
ル
に
直
接
触
れ
る
と
い
う

貴
重
な
体
験
も
あ
り
ま
し
た
。

手
作
り
の
お
守
り
で
交
通
安
全

　

11
月
４
日
、
安
楽
小
学
校
近
く
の
市
道

と
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
で
、
同
小
６
年
生
児

童
36
人
が
、
志
布
志
警
察
署
の
協
力
で
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
地
元
の
徳

元
秋
子
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
の
交
通
安
全

の
お
守
り
50
体
と
子
ど
も
た
ち
が
栽
培
し

た
さ
つ
ま
い
も
、
交
通
安
全
の
チ
ラ
シ
等

を
配
布
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
お
守
り
は
、
事
故
が
起
き
な
い

こ
と
を
願
っ
て
、
山
宮
神
社
で
お
祓
い
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
徳
元
さ
ん
は
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ら
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
真
剣
な
眼
差

し
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
ま
し
た
。

八
野
の
水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

　

11
月
19
日
、
八
野
小
学
校
で
、
八
野
地

区
環
境
保
全
協
議
会
（
北
村
美よ

し
つ
ぐ次
会
長
）

に
よ
る
田
ん
ぼ
や
水
に
つ
い
て
の
学
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
協
議
会
が
水み

ど

り
土
里
サ
ー
ク

ル
活
動
（
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
）
を
実
施
す
る
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち

に
水
田
や
水
の
大
切
さ
と
現
状
を
知
る
場

に
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

水
質
調
査
に
先
立
ち
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ

て
田
ん
ぼ
が
環
境
に
果
た
す
役
割
等
に
つ

い
て
の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
前
川
の
上
流
で
行
っ
た
水
質

調
査
で
、
こ
の
地
域
は
き
れ
い
な
水
で
あ

る
事
が
分
か
り
、
児
童
達
は
喜
ぶ
と
と
も

に
、
八
野
地
区
で
暮
ら
す
事
を
誇
り
に
感

じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

子どもたちは近くの前川で水質調査を実施しました

運転手一人ひとりに交通安全を呼びかける児童

学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作
入
賞

　

宇
都
中
学
校
の
生
徒
会
新
聞
「
瞬
間
を

か
け
る
宇
宙
都
人
」
が
第
57
回
学
校
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作
入
賞
と
な
り
、
11
月

21
日
、
鹿
児
島
市
の
南
日
本
新
聞
本
社
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
新
聞
は
生
徒
会
が
毎
月
2
回
の
発

行
を
行
っ
て
お
り
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
４
ペ
ー

ジ
に
校
内
の
ニ
ュ
ー
ス
や
お
知
ら
せ
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

作
成
は
、
生
徒
会
本
部
の
吉
國
杏き

ょ
う
か蘭

さ

ん
が
中
心
と
な
り
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
た

カ
ラ
フ
ル
な
紙
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
國
さ
ん
は
「
佳
作
に
入
り
嬉
し
い
で

す
。
今
後
は
後
輩
が
引
き
継
ぎ
ま
す
が
、

ア
ド
バ
イ
ス
等
を
聞
い
て
良
い
新
聞
を
作

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

佳作入賞を喜ぶ吉國さんと生徒会顧問の黒川教諭

古い
に
し
えの

神
々
が
舞
っ
た
〝
夜
神
楽
〟

　

11
月
28
日
、
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館

神
楽
殿
で
、
田
之
浦
山
宮
神
社
に
伝
わ
る

夜
神
楽
が
行
わ
れ
、
伝
統
あ
る
神
楽
を
見

よ
う
と
大
勢
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

夜
神
楽
は
神
楽
保
存
会
（
井
久
保
修
二

会
長
）
が
、
２
年
に
１
度
実
施
さ
れ
、
地

元
の
小
中
学
生
を
含
む
約
50
人
が
、
定
期

的
に
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、同
神
社
で
神
事
を
行
っ
た
後
、

交
流
館
神
楽
殿
で
25
段
の
舞
（
本
来
は
33

段
）
が
奉
納
さ
れ
、
笛
や
太
鼓
の
音
と
共

に
、
夜
遅
く
ま
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
う
ど
ん
等
の
出
店
の
ほ
か
、

地
域
の
方
に
よ
る
甘
酒
の
振
る
舞
い
が
あ

り
会
場
を
訪
れ
た
多
く
の
方
は
夜
神
楽
と

お
祭
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子どもたちにも伝統芸能が継承されています

蓬
原
開
田
の
歴
史
を
た
ず
ね
て

　

11
月
14
日
、
蓬
原
小
学
校
の
児
童
9
人

と
蓬
の
郷
の
職
員
に
よ
る
「
蓬
の
郷
隧
道

探
検
隊
」
が
、
山
重
校
区
平
野
に
あ
る
取

水
口
か
ら
７
・
４
㌔
離
れ
た
蓬
原
開
田
ま

で
、
３
時
間
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
蓬
の
郷
が
蓬
原
開
田
に
つ
い

て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
蓬
原

土
地
改
良
区
理
事
の
宮
森
政
信
さ
ん
の
引

率
に
よ
り
、
先
人
達
が
築
い
た
水
路
を
歩

き
ま
し
た
。
水
路
の
ト
ン
ネ
ル
に
は
つ
る

は
し
で
掘
っ
た
跡
な
ど
、
現
在
の
豊
か
な

水
田
に
す
る
た
め
の
先
人
達
の
苦
労
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
は
野
井
倉
甚
兵
衛
の

ア
ニ
メ
で
開
田
の
勉
強
を
し
て
、
蓬
の
郷

の
お
風
呂
に
入
り
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

平野にある蓬原開田の取水口で説明を受ける子どもたち

熊
本
国
税
局
か
ら
感
謝
状　

松
山
中

　

11
月
16
日
、
松
山
中
学
校
で
税
を
考
え

る
週
間
の
表
彰
伝
達
式
が
あ
り
、
同
中
が

「
租
税
教
育
推
進
校
等
」
の
表
彰
で
熊
本

国
税
局
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
租
税

教
育
の
推
進
、
基
盤
整
備
等
に
功
績
が

あ
っ
た
学
校
、
市
町
村
、
教
育
委
員
会
等

の
団
体
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
、同
校
で
は
、

社
会
科
の
授
業
で
税
に
つ
い
て
学
習
を
行

う
ほ
か
、
外
部
講
師
を
招
き
税
に
対
す
る

学
習
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
税
に
関
す
る
作
文
で
も
２
年
生

の
田
﨑
望
愛
さ
ん
と
隈
元
か
り
な
さ
ん
、

１
年
生
の
宮
地
花
菜
子
さ
ん
が
受
賞
し
た

ほ
か
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
感

謝
状
も
贈
ら
れ
る
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

多
数
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

感謝状のほか税についての作文でも表彰を受けました

オリンピック金メダリストから直接指導を受ける児童

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、土曜日（午前6時）と日曜日（午後9時）
に右のＦＭ局で好評放送中です。
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熊
野
神
社
で
神
舞
の
奉
納

　

11
月
23
日
、
有
明
町
蓬
原
に
あ
る
熊
野

神
社
で
神
舞
11
段
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
神
舞
は
、
終
戦
後
し
ば
ら
く
絶
え

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
46
年
秋
に
復
活
し

て
、
昭
和
54
年
に
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
熊
野

神
社
神
舞
保
存
会
が
中
心
と
な
り
秋
の
例

祭
日
に
そ
の
一
部
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

前
日
ま
で
の
大
雨
で
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
澄
み
切
っ
た
青
空
の
も
と
多

く
の
方
が
見
守
る
中
で
、
神
舞
の
奉
納
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

諏
訪
光
一
同
保
存
会
会
長
は「
最
近
は
、

子
ど
も
た
ち
も
舞
を
覚
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
復
活
し
た
舞
を
後
世
に
引
き

継
ぎ
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
水
稲
を
栽
培

　

介
護
保
険
事
業
所
の
小
規
模
多
機
能
び

ろ
う
の
樹
で
、
利
用
者
の
方
に
季
節
感
を

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
初
め
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
よ
る
稲
の
栽
培
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

６
月
19
日
か
ら
７
月
15
日
の
間
に
、
同

施
設
の
利
用
者
が
種
を
ま
き
、
そ
の
発
育

を
見
守
り
ま
し
た
。
10
月
１
日
に
約
30
本

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
実
っ
た
稲
を
一
人
1

株
ず
つ
刈
り
取
り
を
行
い
10
月
29
日
に
空

き
瓶
を
使
っ
て
脱
穀
を
行
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
か
ら
「
昔
を
思
い
出
し
て
懐
か

し
い
で
す
ね
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。脱
穀
ま
で
行
っ
た
約
１
㌔
の
米
は
、

お
に
ぎ
り
に
し
て
利
用
者
全
員
で
食
べ
る

予
定
で
す
。「
今
後
は
、
利
用
者
の
方
と

野
菜
作
り
に
も
挑
戦
し
た
い
」
と
同
施
設

の
桑
鶴
充
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

収穫を前に豊作の稲穂を見つめる利用者の皆さん

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

　

有
明
町
伊
﨑
田
の
茶
業
農
家
の
上
室
義

和
さ
ん
が
、
平
成
21
年
度
農
林
水
産
祭
で

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
、11
月
23
日
、

明
治
神
宮
に
て
開
催
さ
れ
た
農
林
水
産
祭

の
式
典
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
過
去
１
年
間
の
農
林
水
産
祭

参
加
行
事
に
お
い
て
、
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
５
１
４
点
の
中
か
ら
優
秀
農

林
水
産
業
者
を
選
出
し
、
天
皇
杯
、
内
閣

総
理
大
臣
賞
等
の
表
彰
を
行
う
全
国
の
農

林
業
生
産
者
を
対
象
と
し
た
祭
典
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
先
進
的
な
栽
培
体
系

で
、
規
模
拡
大
と
高
品
質
茶
の
生
産
を
両

立
さ
せ
た
経
営
内
容
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。
今
後
も
更
な
る
ご
活
躍
期
待

し
ま
す
。

11月27日、市役所を訪れ受賞の報告をする上室さん

小春日和のなか11段の神舞が奉納されました
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11
月
11
日
、
鹿
児
島
市
内
の
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
平
成
21
年
度
志
布
志
港
ポ
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
港
は
、
昭
和
44
年
に
国
の
重
要

港
湾
、
平
成
８
年
に
は
九
州
で
唯
一
中
核

国
際
港
湾
に
指
定
さ
れ
た
港
湾
で
あ
り
、

本
年
3
月
に
は
平
成
9
年
か
ら
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
新
若
浜
地
区
国
際
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
供
用
開
始
さ
れ
、
南
九

州
地
域
の
国
際
物
流
拠
点
港
と
し
て
、
そ

の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
志
布
志
港
を
利
用
す

る
荷
主
企
業
や
船
会
社
、
運
送
事
業
者
等
約

２
０
０
人
が
参
加
し
、
管
理
者
で
あ
る
鹿
児

島
県
に
よ
る
志
布
志
港
の
Ｐ
Ｒ
と
合
わ
せ

て
、
志
布
志
市
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
宮
崎
県
都
城
市
に
あ
り
、
現

在
も
生
ゴ
ム
な
ど
の
原
料
輸
入
や
製
品
輸

出
で
志
布
志
港
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
住
友
ゴ
ム
工
業
㈱
田と

う
じ路
秀
男
物
流
部

長
に
「
住
友
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社
～
志
布

志
港
活
用
に
よ
る
物
流
構
想
～
」
と
題
し

て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

住
友
ゴ
ム
工
業
㈱
は
、
輸
入
の
ほ
と
ん

ど
が
志
布
志
港
を
活
用
し
て
い
ま
す
が
、

輸
出
は
、
航
路
の
充
実
性
な
ど
か
ら
現
在

博
多
港
の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
環
境
対
策
等
の
関
係

で
な
る
べ
く
陸
走
距
離
を
短
く
し
、
工
場

の
最
寄
り
の
港
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討

さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
、
志
布
志
港
を
メ

イ
ン
ポ
ー
ト
と
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
が
実
現
す
れ
ば
、
志
布
志
港

の
外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量
が
飛
躍
的

に
増
え
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
相
乗
効
果

で
、
貨
物
の
集
積
や
外
貿
コ
ン
テ
ナ
定
期

航
路
の
充
実
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
志
布
志

港
の
大
き
な
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯

　

11
月
28
日
、
鉄
道
記
念
公
園
で
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
バ
ン
ド
演
奏
等
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
平
成
13
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
商
工
会
青
年
部
が
中
心
と

な
り
、
市
役
所
が
ん
が
ら
会
等
の
協
力
に

よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
青
年
部
の
宮
内
宏
智
部
長
は

「
節
電
の
た
め
に
電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
毎
年

少
し
ず
つ
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
冬
の
花
火
に
も
力
を
入
れ
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
は
夕
方
６
時

か
ら
夜
11
時
の
間
、
１
月
10
日
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。（
ク
リ
ス
マ
ス
・
元
日
は
朝
ま
で
）

茶
の
技
術
向
上
に
挑
戦
！

　

11
月
18
日
に
佐
賀
県
嬉
野
市
で
開
催
さ

れ
た
九
州
茶
業
青
年
大
会
茶
技
術
競
技
大

会
に
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
本
市
茶
業
後

継
者
組
織｢

若
葉
会｣

か
ら
２
チ
ー
ム
出

場
し
、
優
勝
と
第
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
茶
技
術
競
技
大
会
は
、
茶
に
関
す

る
全
般
的
な
知
識
を
競
う
筆
記
試
験
と
荒

茶
を
見
比
べ
茶
の
品
種
を
当
て
る
実
物
鑑

定
に
よ
っ
て
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
会
員
の
資
質
及
び
技
術
向

上
の
た
め
様
々
な
研
修
会
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
先
進
的
な
取
り
組
み
も
会
員
一

丸
と
な
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
品
質
及
び

生
産
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
り
今
回
の
好

成
績
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
更
な
る
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

優勝を喜ぶ「若葉会」の皆さん

中心となり準備を行った商工会青年部の皆さん
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
志
布
志
交
流

　

全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

　

11
月
28
日
、29
日
に
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」

志
布
志
交
流
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
、
志
布
志
運
動
公
園
ふ
れ
あ
い
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
存
続
の

た
め
に
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
利
用
に

向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
行
う
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
２
０
７
チ
ー
ム
１
０
３
３
人

の
参
加
が
あ
り
、
関
西
地
区
か
ら
27
チ
ー
ム

（
１
３
３
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
で
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

す
る
と
と
も
に
各
チ
ー
ム
が
親
睦
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
チ
ー
ム
は
鹿
屋
寿
同
好
会
で
、
副

賞
と
し
て
３
位
ま
で
の
チ
ー
ム
に
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
の
往
復
招
待
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

さんふらわあで多くの参加者が志布志市を訪れました

多くの方がセミナーに参加しました

平
成
21
年
度
志
布
志
港
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！



　

寒
い
冬
を
元
気
に
乗

り
切
る
た
め
の
対
策
は

万
全
で
す
か
？ 

今
回

は
風
邪
を
引
き
に
く
く

す
る
た
め
に
冷
え
か
ら

体
を
守
る
方
法
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

体
の
血
液
は
重
力
の
影
響
で
下
半
身
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
足
の
冷
え
で
血
流
が

悪
く
な
れ
ば
全
身
に
回
る
血
液
の
量
も
少

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
肩
こ
り
や
動
悸
、

息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
現
れ
や
す
く
な
る

の
で
す
。

　

下
半
身
の
血
液
を
心
臓
に
押
し
戻
す
重

要
な
働
き
を
す
る
の
が
ふ
く
ら
は
ぎ
で

す
。
そ
こ
で
、
ふ
く
ら
は
ぎ
を
温
め
れ
ば

筋
肉
の
ポ
ン
プ
機
能
が
向
上
し
足
か
ら
心

臓
へ
の
血
液
循
環
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

す
。

　

ス
パ
ッ
ツ
や
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
な
ど

で
ふ
く
ら
は
ぎ
を
し
っ
か
り
温
め
て
足
元

を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
心
臓
か
ら
一
番
遠
い
足
先
は
温
か
い
血

液
が
届
き
に
く
く
、
身
体
の
中
で
最
も
体

温
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
足
先
の
冷
え

を
解
消
す
る
の
に
5
本
指
ソ
ッ
ク
ス
が
お

勧
め
で
す
。

　

首
周
り
は
体
の
中

で
最
も
寒
さ
に
敏
感

な
と
こ
ろ
で
す
。
首

に
冷
気
が
当
た
る
と

手
足
の
血
流
は
悪
く

な
る
の
で
、
マ
フ
ラ
ー

な
ど
で
首
を
温
め
て

お
く
と
手
足
が
冷
気

に
触
れ
て
も
急
激
に
血
流
が
悪
く
な
る
こ

と
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

家
の
中
で
も
首
に
タ
オ
ル
な
ど
を
巻
い

て
お
く
と
保
温
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

分
厚
い
服
を
１
枚
着
る
よ
り
も
、
薄
め

の
服
を
重
ね
着
す
る
方
が
暖
か
く
な
り
ま

す
。
衣
類
と
衣
類
の
間
の
空
気
が
断
熱
材

の
役
目
を
し
て
熱
を
蓄
え
て
く
れ
る
か
ら

で
す
。
汗
で
下
着
が
湿
る
と
身
体
を
冷
や

し
ま
す
の
で
下
着
は
通
気
性
の
あ
る
も
の

が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

大
根
・
白
菜
な
ど
の
冬
野
菜
は
体
を
温

め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
に
ん
に
く
、
と

う
が
ら
し
、
シ
ョ
ウ
ガ
な

ど
の
香
辛
料
も
体
を
温
め

る
働
き
が
あ
り
ま
す
の

で
、
料
理
に
加
え
る
と
体

の
中
か
ら
ぽ
か
ぽ
か
し
て

き
ま
す
。

　

適
度
な
運
動
は
血
行
を
よ
く
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
、
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
、

足
先
か
ら
心
臓
へ
向
け
て
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
手
軽
な
も
の
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

42
度
以
下
の
ぬ
る
め
の
お
湯
に
約
20
分

程
ゆ
っ
く
り
つ
か
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
血
行
が
よ
く
な
り
全

身
が
芯
か
ら
温
ま
り

寝
つ
き
も
よ
く
な
り

ま
す
。（
入
浴
方
法

に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
市
報
し

ぶ
し
11
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

　

暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
で
体
の
冷
え
は

解
消
で
き
ま
す
が
、
暖
め
す
ぎ
は
体
温
調

節
機
能
を
狂
わ
せ
て
、
体
に
大
き
な
負
担

を
掛
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
で
空
気
が

乾
燥
し
や
す
い
の
で
、
加
湿
器
な
ど
の
利

用
で
湿
度
を
適
度
に
保
つ
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
空
気
が
乾
燥
し
た

状
態
を
一
番
好
む
た
め
、
50
～
60
％
の
湿

度
を
保
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
ウ
イ
ル
ス
か
ら
の
感
染
を
予
防

す
る
に
は
、
常
に
水
分
を
補
給
す
る
よ
う

に
し
て
鼻
や
の
ど
を
湿
ら
せ
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。
水
分
補
給
に
よ
り
鼻
や
の

ど
の
粘
膜
の
防
御
機
能
が
保
た
れ
て
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

外
か
ら
帰
っ
た
ら
必
ず
手
洗
い
・
う
が

い
を
行
い
、
ウ
イ
ル
ス
か
ら
体
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所市民課		Tel	487-2111

冷
え
か
ら

体
を
守
り
ま
し
ょ
う

足
を
温
め
ま
し
ょ
う（
下
半
身
の
冷

え
が
全
身
の
不
調
を
引
き
起
こ
し
ま
す
）

首
を
冷
気
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

1�　市報しぶし■ 2009.12

■組織名　「宮田上語ろう会」
　宮田上語ろう会は、平成 18 度市実施の転倒予防教室後の自
主教室として活動しています。
　会員は 12 人ですが現在平均年齢 85 歳以上の 6人で活動し
ています。会場は公的施設が近くになく地域ボランティアの児
玉さん宅をお借りして実施しています。
　毎月第１第３月
曜日の月２回開催
し体操・創作・ゲー
ムを取り入れ昔話
を語りながら楽し
いひと時を過ごし
ています。

健康仲間！ 高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成21年９月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２９０，５６７，７５８円
９月末国保加入者数 １１，７２２人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２４，７８８円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２０，９２８円
個 人 負 担 額 ３，８６０円
　この金額は、国民健康保険に加入している
皆さんが医療機関等で診療したものに対し、
市（国保）が支払った医療費です。
医療費総額の約84.4％を市（国保）が負担しています。

vol.6

60
歳
か
ら
増
や
せ
る
任
意
加
入

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
な
る
ま
で
40
年
間
保
険
料
を
納
付
し

な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

老
齢
基
礎
年
金
額
（
満
額
）
は
、

79
万
２
１
０
０
円
（
平
成
21
年
度
の
年

額
）
で
す
。
例
え
ば
、
保
険
料
の
納
付

済
期
間
が
30
年
間
の
場
合
は
、
満
額
の

４
分
の
３
の
年
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、厚
生
年
金
保
険（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
等
）、
共
済
組
合
（
公
務
員
等
）

の
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者
）
の

方
や
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
請
求

し
た
場
合
は
、
任
意
加
入
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や

保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
25
年
以
上
必

要
で
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
は
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
昭
和
40
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら

れ
ま
す
）。

こ
ん
な
給
付
も
～
付
加
年
金
～

　

第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被
保

険
者
が
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を

プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。
付
加
保
険
料
は
、月
額
４
０
０
円
で
、

付
加
年
金
の
受
給
額
は
、
２
０
０
円
×

付
加
保
険
料
納
付
月
数
で
す
。（
年
額
）

■ 

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
10
年
間
納

付
し
た
場
合

●
付
加
保
険
料 

→ 

４
０
０
円
×
10
年

（
１
２
０
月
）
＝
4
万
８
０
０
０
円

●
付
加
年
金
額 

→
２
０
０
円
×
10
年

（
１
２
０
月
）＝
2
万
４
０
０
０
円（
年
額
）

※ 

付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る
と
納

付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額
と

な
り
ま
す
。

（
右
記
の
付
加
年
金
額
は
、
65
歳
か
ら

受
給
し
た
場
合
の
年
金
額
で
す
。）

※ 

付
加
年
金
は
、
任
意
加
入
で
す
。
加

入
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
市
役

所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※ 

付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
合

わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。

※ 

付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
（
増
額
・
減
額
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、

付
加
年
金
に
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

※
付
加
保
険
料
は
、
納
付
期
限
を
過
ぎ

る
と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。
納
付
期
限
は

翌
月
末
日
（
休
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌

営
業
日
）
で
す
。

こ
ん
な
給
付
も
～
脱
退
一
時
金
～

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
し

て
の
保
険
料
納
付
済
期
間
な
ど
の
合
計

が
６
か
月
以
上
あ
り
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い

外
国
人
の
方
が
日
本
を
出
国
し
た
場

合
、
２
年
以
内
に
請
求
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数
に
応

じ
た
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※ 

保
険
料
納
付
済
期
間
の
合
計
は
、
次

の
と
お
り
計
算
さ
れ
ま
す
。

●
全
額
納
付
月
数
＋
（
４
分
の
１
納
付

月
数
）
×
１
／
４
＋
（
半
額
納
付
月
数
）

×
１
／
２
＋
（
４
分
の
３
納
付
月
数
）

×
３
／
４

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
の
年
金
担
当

窓
口
か
鹿
屋
社
会
保
険
事
務
所
（
☎

０
９
９
４
ー

42
ー

５
１
２
１
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

保険料納付済期間の合計※ 支　給　額

６か月以上12か月未満 43,980 円

12か月以上18か月未満 87,960 円

18か月以上24か月未満 131,940 円

24か月以上30か月未満 175,920 円

30か月以上36か月未満 219,900 円

36か月以上 263,880 円

重
ね
着
を
し
ま
し
ょ
う

食
べ
物
で
体
の
中
か
ら
温
め
ま
し
ょ
う

運
動
で
血
行
を
良
く
し
ま
し
ょ
う

お
風
呂
で
温
ま
り
ま
し
ょ
う

暖
房
器
具
の
利
用
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武
石
強
一
さ
ん
（
志
布
志
町
志
布
志
）

は
、
お
釈
迦
ま
つ
り
や
み
な
と
ま
つ
り
等

の
市
内
の
ま
つ
り
に
「
交
通
事
故
な
く
し

隊
」
で
参
加
し
、
ヨ
サ
コ
イ
踊
り
等
を
披

露
し
て
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
就
職
し

た
東
京
で
、
武
石
さ
ん
の
同
僚
が
上
司
に

「
ま
つ
り
が
あ
る
の
で
休
み
が
欲
し
い
」

と
言
っ
た
の
で
す
が
、
休
暇
が
も
ら
え
な

か
っ
た
た
め
「
ま
つ
り
に
行
け
な
い
の
な

ら
仕
事
を
辞
め
る
」
と
本
当
に
辞
め
て
し

ま
っ
た
の
を
受
け
、
純
粋
に
ま
つ
り
に
か

け
る
気
持
ち
に
感
動
し
て
故
郷
の
お
釈
迦

ま
つ
り
対
し
て
熱
い
思
い
が
芽
生
え
て
き

た
と
い
い
ま
す
。

　

18
年
ほ
ど
前
に
志
布
志
市
に
帰
っ
て
来

る
と
、
早
速
、
お
釈
迦
ま
つ
り
に
参
加
す

る
た
め
仲
間
と
共
に
、
鹿
児
島
で
は
初
の

「
ヨ
サ
コ
イ
」
団
体
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

お
釈
迦
ま
つ
り
で
は
、
前
川
の
中
で
踊
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
10
年
７
月
25
日
に
オ
ー
ト
バ
イ
の

愛
好
家
41
人
で
「
交
通
事
故
な
く
し
隊
」

を
結
成
し
、
踊
り
と
と
も
に
交
通
安
全
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　

夢
は
お
釈
迦
ま
つ
り
に
市
内
の
小
中
高

校
生
が
踊
り
や
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
「
一
生

に
一
度
」
は
参
画
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
と

い
い
ま
す
。
練
習
は
毎
週
、
火
曜
日
と
木

曜
日
に
志
布
志
支
所
の
会
議
室
等
を
使
っ

て
２
時
間
程
行
っ
て
い
ま
す
。
同
隊
に
は

親
子
三
代
で
参
加
し
て
い
る
方
も
い
る
た

め
、
あ
い
さ
つ
は
厳
し
く
指
導
し
て
い
る

と
い
い
ま
す
。

　

市
内
で
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
ま
す

が
、
お
釈
迦
ま
つ
り
や
福
岡
、
宮
崎
、
熊

本
と
い
っ
た
ま
つ
り
に
遠
征
に
行
く
時
は

臨
時
休
業
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
妻
も
一
緒
に
踊
る
の
で
、
私
の
こ
の

活
動
は
理
解
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
武
石

さ
ん
。
オ
ー
ト
バ
イ
の
趣
味
も
共
通
し
て

い
て
、
交
通
安
全
週
間
に
市
内
で
行
わ
れ

る
千
人
立
哨
に
も
夫
婦
で
参
加
し
て
い
ま

す
が
、「
私
の
バ
イ
ク
は
古
い
の
で
乗
っ

て
い
る
時
間
よ
り
も
修
理
し
て
い
る
時
間

の
方
が
多
い
で
す
ね
」
と
笑
い
ま
す
。

　

踊
り
を
通
し
て
、
多
く
の
人
が
「
ま
つ

り
」
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
作
り
、
ま

つ
り
の
楽
し
さ
を
広
め
る
た
め
に
武
石
さ

ん
の
活
動
は
続
き
ま
す
。

オートバイとまつりが大好きという武石さん

Vol36.武石 一さん（46 歳）

踊り手と会場を一体化させて盛り上げる「あおり」を行う武石さん。市内外のまつりで活躍しています。

交通事故なくし隊代表
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鹿
児
島
銀
行
は
、
平
成
17
年
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
男
女

と
も
に
仕
事
と
家
庭
の
両
立
で
き
る
様
々
な
制
度

と
職
場
環
境
を
持
つ
企
業
で
す
。
そ
の
背
景
や
取

組
内
容
に
つ
い
て
、
同
志
布
志
支
店
長
勝
目
靖
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　

平
成
4
年
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
育
児
休
業
に

関
し
て
は
、
希
望
す
る
者
の
全
員
が
育
児
休
業
を

取
得
し
、
ま
た
そ
の
ほ
ぼ
全
員
が
復
職
を
果
た
せ

る
よ
う
な
運
用
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
4
月
か
ら
は
、
特
別
な
理
由

が
な
く
と
も
子
が
1
歳
6
ヶ
月
に
な
る
ま
で
育
児

休
業
を
取
得
可
能
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
子
ど
も
が
病

気
に
な
っ
た
と
き
に
取
得
で
き
る
「
子
の
看
護
休

暇
制
度
」、
妻
が
出
産
し
た
と
き
に
夫
が
取
得
で

き
る
「
エ
ン
ゼ
ル
休
暇
（
配
偶
者
出
産
休
暇
）
制

度
」、
介
護
対
象
家
族
一
人
に
つ
き
通
算
１
８
４

日
取
得
で
き
る
介
護
休
業
制
度
（
平
成
9
年
～
）

等
を
整
備
し
、
両
立
支
援
制
度
の
体
制
を
拡
充
し

ま
し
た
。

　

女
性
の
育
児
休
業
取
得
と
そ
の
後
の
復
職
が
定

着
す
る
と
と
も
に
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
者
が

現
在
累
計
で
１
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

男
性
の
育
児
休
業
取
得
に
つ
い
て
は
、
奨
励
・

推
進
し
て
お
り
、
現
在
で
は
男
女
と
も
に
育
児
休

業
率
１
０
０
㌫
で
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
本
人
へ

の
周
知
に
加
え
、
必
要
な
場
合
は
職
場
の
上
司
に

対
し
て
も
、
円
滑
な
取
得
に
つ
な
が
る
よ
う
な
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
の
ト
ッ
プ
が
、「
男
女
と
も
に
育
児
休
業

取
得
率
１
０
０
㌫
を
実
現
す
る
」
こ
と
を
宣
言
し

て
お
り
、
行
員
全
員
が
お
互
い
に
理
解
協
力
し
あ

う
精
神
の
も
と
、
よ
り
充
実
し
た
仕
事
と
家
庭
生

活
を
実
現
で
き
る
職
場
環
境
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）
推
進
の
観
点
お
よ
び
改
正
育
児
介
護
休

業
法
の
趣
旨
に
則
り
、
今
後
は
育
児
期
間
中
の
勤

務
時
間
短
縮
措
置
の
拡
充
や
、
介
護
休
暇
制
度
等

の
検
討
に
取
組
ん
で
い

き
ま
す
。

企画政策課　女性支援対策室
　女性支援相談室　	毎月第 1・3水曜日（13:00 ～ 17:00）（会場につきましてはお尋ねください）

　☎専用フリーダイヤル ０１２０- ７
な や む

８６- ０
お ご じ ょ

５４（月～金　8：30 ～ 17：00）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡	474-1111（内線 250・255）

～�事と��の�立���事と��の�立��
に積極的な企業～～

Ｑ
．�

具
体
的
な
取
組
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
？

と

もに輝く男
ひ

ひ女

vol.9

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.46

　配偶者や親しい異性から暴力や嫌がらせを
1度でも受けた経験がある人は、鹿児島県で
27.1％（約 4 人に１人が被害を受けている）
となっています。（平成 19 年「鹿児島県の男
女の意識に関する調査」による）早めの相談
が問題解決への一歩です。
　ひとりで悩まずに、相談してみませんか。

お気軽に相談してみませんか？

　

少
子
化
の
流
れ
を
変
え
、
男
女
と
も
に
子
育

て
や
介
護
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
目
指
し
て
、
育
児
・
介
護
休
業
法

が
平
成
21
年
7
月
1
日
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
子
育
て
期
間
中
の
働
き
方
の
見
直
し

① 

子
が
３
歳
に
達
す
る
ま
で
の
短
時
間
勤
務

制
度
（
１
日
６
時
間
）
の
義
務
化
及
び
所

定
外
労
働
の
免
除
の
制
度
化

②
子
の
看
護
休
暇
制
度
の
拡
充
（
小
学
校
就

学
前
の
子
が
、
1
人
で
あ
れ
ば
年
5
日
（
現

行
ど
お
り
）、
2
人
以
上
で
あ
れ
ば
年
10
日
）

■
父
親
も
子
育
て
が
で
き
る
働
き
方
の
実
現

① 
父
母
と
も
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場

合
、
１
歳
2
ヶ
月
（
現
行
１
歳
）
ま
で
の

間
に
、
１
年
間
育
児
休
業
を
取
得
可
能
と

す
る
（
パ
パ
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
）

② 

出
産
後
８
週
間
以
内
の
父
親
の
育
児
休
業

取
得
の
促
進

③ 

労
使
協
定
に
よ
る
専
業
主
婦
（
夫
）
除

外
規
定
の
廃
止

■
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援

● 

要
介
護
状
態
の
対
象
家
族
が
、
１
人
で
あ

れ
ば
年
５
日
、
２
人
以
上
で
あ
れ
ば
年
10
日

■
実
効
性
の
確
保

● 

苦
情
処
理
、
紛
争
解
決
の
援
助
お
よ
び

調
停
の
仕
組
み
を
創
設

● 

勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
の
公
表
制
度
や

報
告
を
求
め
た
際
、
虚
偽
の
報
告
を
し

た
者
に
対
す
る
過
料
を
創
設

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

℡
０
９
９
ー
２
２
２
ー
８
４
４
６

育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
内
容
と
は
？

Ｑ
．�

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ
．�

職
場
の
皆
さ
ん
の
雰
囲
気
は
ど
う

で
す
か
。

Ｑ
．�

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
、
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

鹿児島銀行志布志�店勝目靖�店長
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捨てられたごみたちの「叫び⑦」
写真・文　環境省環境カウンセラー
　　　　　志布志市環境アドバイザー
　　　　　窪健一氏

タイトル
　「もう一つの志布志湾」

台風の後、砂浜に打ち上げられた流木やごみ。その
中に帽子をかぶったマネキンの頭が。何を思い、

何を見つめているのか。
　日曜日に海岸を歩き、やせ細る砂浜に心を痛める。数
年前から、浸食に合わせるように打ち上げられる流木、
プラスチック、竹、空き缶の漂流物が目につく。汚れた
海岸清掃に行政は協力を求めるが、復旧の予算はない。
どこでもボランティアに頼っているのが現状だ。
　環境問題への取り組みは、まず関心を持つこと、次に
できることから行動すること、さらに行動を継続するこ
と、家族や友人などに行動の輪を広げていくことが大切
です。

バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
仮
想
水
）
を

考
え
る

　

最
近
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
い

う
言
葉
を
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
は
、
食
料

を
輸
入
し
て
い
る
国
が
も
し
そ
の
輸
入
食

料
を
生
産
す
る
と
し
た
ら
、
ど
の
程
度
の

水
が
必
要
か
を
推
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
の
教
授
が
紹
介
し
た
も
の

で
す
。
例
え
ば
、
１
㌔
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
生
産
す
る
の
に
、
灌か

ん
が
い漑

用
水
と
し
て

１
８
０
０
㍑
の
水
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

牛
は
こ
う
し
た
穀
物
を
大
量
に
消
費
し
な

が
ら
育
つ
た
め
、
牛
肉
１
㌔
を
生
産
す
る

に
は
、
そ
の
約
２
万
倍
も
の
水
が
必
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

１
人
分
を
作
る
た
め
に
は
、
肉
、
野
菜
、

ご
飯
な
ど
の
材
料
が
必
要
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
材
料
を
作
る
の
に
水
が
９
９
９
㍑
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
５
０
０
㍉
㍑

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
約
２
０
０
０
本
必
要

に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
食
糧
を
生
産
す
る
た
め
に
水

を
ど
れ
だ
け
使
用
し
た
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
海
外
か
ら
食
糧
を
輸
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
生
産
に
必
要
な
分
だ
け
自

国
の
水
を
使
わ
な
い
で
済
ん
で
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
食
糧
を

輸
入
す
る
こ
と
は
水
を
輸
入
し
て
い
る
こ

と
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
様
々
な
国
に
お
い
て
水
不
足
が

起
き
て
い
ま
す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
の
考
え
で
は
、
海
外
で
の
水
不
足
は

日
本
と
無
関
係
で
は
な
い
と
言
え
ま
す
。

料
理
が
食
卓
に
あ
が
る
ま
で
に
多
く
の

水
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
機
会

は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
バ
ー
チ
ャ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
考
え
を
少
し
参
考
に
し

て
、
水
に
つ
い
て
改
め
て
見
つ
め
直
す
こ

と
で
、
節
水
等
の
水
を
保
全
す
る
意
識
が

高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
市
で
は
、「
エ
コ
ラ
イ
フ
55
」

と
い
う
取
り
組
み
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

「
エ
コ
ラ
イ
フ
55
」
と
は
、
環
境
に
や
さ

し
い
55
の
取
り
組
み
を
各
家
庭
に
お
い
て

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
55
の
項
目
の
中
に
も
水
を
大
切

に
使
う
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。「
シ
ャ

ワ
ー
の
水
を
出
し
ぱ
な
っ
し
に
し
な
い
」、

「
お
風
呂
の
残
り
湯
は
掃
除
や
洗
濯
な
ど

へ
有
効
利
用
す
る
」、「
水
は
こ
ま
め
に
止

め
る
」
な
ど
、
誰
も
が
少
し
意
識
を
す
れ

ば
で
き
る
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
各
家
庭
で
実
践
し
て
い
た
だ

き
、
水
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
限
り
あ
る

資
源
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
説
明

会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
の
計
算
は

あ
く
ま
で
も
推
計
で
す
。
農
産
物
は
気
候

条
件
等
に
よ
り
水
量
が
変
動
し
ま
す
。）

（
参
考
：
環
境
省
Ｈ
Ｐ
）
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こ
れ
は
、
再
商
品
化
に
実
際
に
か
か
っ

た
費
用
が
、
あ
ら
か
じ
め
か
か
る
で
あ
ろ

う
と
想
定
さ
れ
て
い
た
額
を
下
回
っ
た
場

合
に
、
そ
の
差
額
の
半
分
に
相
当
す
る
金

額
を
、
事
業
者
側
か
ら
市
町
村
側
に
拠
出

す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
21
年
9
月
18
日
、
志
布
志
市
に
、

平
成
20
年
度
実
績
に
基
づ
き
１
５
９
１
万

円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
金
額
は

県
内
で
は
鹿
児
島
市
に
次
ぐ
県
内
第
2
位

の
額
で
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
資
源
ご
み

を
き
れ
い
に
洗
っ
て
分
別
し
て
出
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
結
果
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
今
後
も
続
い
て
い
き
ま

す
。
私
た
ち
の
取
り
組
み
は
決
し
て
間

違
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

マ
イ
バ
ッ
グ
し
て
い
ま
す
か

　

市
内
一
斉
の
レ
ジ
袋
有
料
化
が
10
月
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

レ
ジ
袋
は
、
一
人
年
間
３
０
０
枚
、
市

内
で
１
０
５
０
万
枚
、
約
84
㌧
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
を
作
る
と
き
、
処
理
す
る
と
き

に
地
球
温
暖
化
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。
確
か
に
便

利
で
す
が
、
大
量
に
使
う
こ
と
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
は
確
か
に
便
利
で
す
が
、
不
要

な
も
の
は
も
ら
わ
な
い
と
い
っ
た
生
活
ス

タ
イ
ル
の
見
直
し
が
い
ま
こ
そ
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
が
も
の
を

大
切
に
人
を
大
切
に
す
る
心
に
つ
な
が
っ

て
い
き
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
築
い
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
志
布
志
市
の
取
組
み
は
、
ご
み

の
減
量
は
も
ち
ろ
ん
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

き
れ
い
な
分
別
に
１
５
９
１
万
円

　

私
た
ち
は
、
資
源
ご
み
は
き
れ
い
に

洗
っ
て
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
国
も
推
進
し
て
い
ま

す
。
法
律
の
改
正
が
あ
り
、「
市
町
村
に

対
す
る
金
銭
の
支
払
い
」
と
い
う
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

きれいに分別していただきありがとうございます

ひ
ま
わ
り
油
で
体
の
中
か
ら
健
康
に

　

市
衛
生
自
治
会
で
販
売
し
て
い
る

「
ひ
ま
わ
り
油
」
を
値
下
げ
し
ま
し
た
。

　

以
前
ま
で
１
０
０
０
円
で
販
売
し

て
い
た
「
ひ
ま
わ
り
油
」
を
11
月
よ
り

５
０
０
円
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。（
賞

味
期
限
は
平
成
22
年
10
月
ま
で
）

　

ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

■
ひ
ま
わ
り
油

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
豊
富
で
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
の
効
能

　

血
行
を
よ
く
し
、
し
み
・
し
わ
・
貧

血
・
動
脈
硬
化
の
予
防
や
、
女
性
の
更

年
期
障
害
に
軽
減
の
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
「
老
化
防
止
の
ホ
ル
モ
ン
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

本
庁
市
民
環
境
課
、
各
支
所
の
市
民

課
に
お
い
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
油
で
体
の
中
か
ら
健
康
に

な
り
ま
し
ょ
う
！

年
末
年
始
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て

● 

年
末
は
12
月
30
日
（
水
）
ま
で
収
集

い
た
し
ま
す
。

● 
年
始
は
1
月
4
日
（
月
）
か
ら
収
集

い
た
し
ま
す
。

● 

粗
大
ご
み
の
電
話
申
し
込
み
は
、
12

月
12
日
（
土
）
ま
で
受
付
さ
れ
た
分

に
つ
い
て
年
末
に
収
集
し
ま
す
。

● 

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
12
月
29
日
（
火
）

か
ら
１
月
3
日（
日
）ま
で
休
み
で
す
。

● 

ア
ピ
ア
で
の
資
源
ご
み
回
収
は
１
月

９
日
の
第
２
土
曜
日
に
行
い
ま
す
。

※ 

１
月
２
日
（
第
１
土
曜
日
）
の
回
収

は
行
い
ま
せ
ん
。

■
祝
祭
日
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て

祝
祭
日
は
ご
み
の
収
集
は
し
ま
せ
ん
。

※ 

た
だ
し
「
月
曜
日
の
生
ご
み
」
と
「
資

源
ご
み
」
は
収
集
し
ま
す
。

窪健一氏
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図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせんお話し会（読み聞かせ会） 14 時〜
○ 本館お話し会（読み聞かせ会） 14 時〜

新刊案内
■男おひとりさま道　上野千鶴子 ･ 著　

　死別、離別、非婚シングル。
老後に生きる道はあるか？現在
増えている「男おひとりさま」
の実態を明らかにするととも
に、彼らに向けて、人生の下り
坂を降りるスキルや、ひとり暮
らしの知恵などを伝授する。

■手足のないチアリーダー　佐野有美 著　
　私は特別なんかじゃない。ふ
つうの女の子です―。“ 先天性
四肢欠損症 ” という障害があり
ながらも、チアリーディングの
精神で「元気を届けたい」と笑
顔で生きる少女の感動物語。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「年賀状」

今月のテーマ図書
「クリスマス」

休館日カレンダー（本館）
December　12 月

日 月 火 水 木 金 土
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

January　1 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

○

毎月 23 日は「子どもといっしょに読書の日」

○

おはなし会
（読み聞かせ会）

志布志分館　１２月　５日（土）午前１０時３０分～
香 月 分 館　１２月１２日（土）午前１０時～
安 楽 分 館　１２月１２日（土）午後　１時３０分～　１時３０分～１時３０分～
松 山 分 館　１２月１２日（土）午後　２時～日（土）午後　２時～（土）午後　２時～　２時～２時～
有 明 分 館　１２月２５日（金）午前１０時～２５日（金）午前１０時～（金）午前１０時～金）午前１０時～）午前１０時～

クリスマス読書会
のお知らせ

■期	日　１２月２０日（日）
■時	間　午前１０時３０分～
■場	所　図書館本館（会議室）
　お�い合わせのうえ、ご家族で�非ごお�い合わせのうえ、ご家族で�非ごのうえ、ご家族で�非ご、ご家族で�非ご
参加ください。

○
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○

年末年始の休館について（お知らせとお願い）
市立図書館は休館日が月曜日のため、年末の 12 月 28 日（月）～年始は１月４日（月）まで休館となりま
すので、ご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp
■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　　　　　　　　志布志市生涯学習センター　 ℡ 472-3050

「はだかの王様」志布志公演
■日時　平成 22 年 2月 7日（日）17 時開場　17 時 30 分開演
■会場　志布志市文化会館
■料金（税込）　Ｓ席　4,000 円　Ａ席　3,000 円
　　　　　　　		Ｂ席　2,000 円　Ｃ席　1,000 円
■チケット販売所　市文化会館／やっちくふれあいセンター　市役所本庁売店／（株）
島津／三昧堂商事／くにみ書店　　サンポートしぶしアピア／プラッセだいわ鹿屋店
　津曲書店西浜店 /チケットぴあ（Pコード 399-926）
■問い合わせ先　市文化会館　℡ 472-3050

■応募規定　
●	字数は 800 字（400 字原稿用紙縦書き 2枚。パソコン原稿も可。パ
ソコン原稿の場合 20 字× 40 行）応募点数は一人 3点以内とする。
●応募票に必要事項を記入の上、作品一点ごと貼付してご応募ください。
●応募要項・応募票は、生涯学習センター及び各地区公民　館に
用意してあります。
●応募作品は未発表の自作作品に限ります。
●いったん提出された後の作品の変更、加筆・訂正は認めません。
●入賞及び掲載作品は公表し、著作権は主催者側に帰属します。
●作品の返却は致しません。
■賞・賞金
　●志大賞1点　副賞10万円　●志準大賞2点　副賞3万円
　●審査員特別賞　若干名　●優秀学校賞／後援団体賞
■作品受付　9月1日(火)～12月22日（火）※当日消印有効
■発表　平成 22 年 2月 20 日（土）

～応�します！！　あなたの生きがいづくり　仲間づくり～平成 21 年度　志布志市生涯学習フェスティバル

２月 20 日（土）～ 21 日（日）　志布志市文化会館

好評発売中！

2 月 20 日　13:00 ～生涯学習推進大会　　2月 21 日　9:30 ～生涯学習グランドフィナーレ

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

教育委員会情報ネット

第 ４ 回 志 布 志 市 生 涯 学 習 の ま ち づ く り
 花いっぱいコンクール
～職場・地域・学校であなたも応募してみませんか～
■応募締切　２月 5日 ( 金 )
　●学校の部
　●地域・職場の部
　●ガーデニングの部

つけもの名人コンクール
～世界にオンリーワンのあなただけの味を～

つけもの名人募集！
■応募締切　2月 5日 ( 金 )
■作品納入日 2月 20 日 ( 土 )
■納品場所　生涯学習センター
■審査日時　2月 21 日 ( 日 )	11 時から 14 時
■審査方法　一般投票により決定します

☆★☆★笑顔いっぱい志あふれる生涯学習のまちづくり★☆★☆
 ２０１０笑顔フォトコンテスト
　■締切・出品先　2月 5日（金）生涯学習センター　■出品規格　四つ切 (254 × 305) サイズまで
　■出品点数　一人 3点まで　　　　　　　　　　　　　（額入りまたはパネルにしたもの）
　■審査日時及び審査方法　2月 21 日 ( 日 )11:00 ～ 14:00　フェスティバル会場に展示　一般投票による
　■表　彰　ベスト笑顔大賞をグランドフィナーレで表彰

■問い合わせ先　志布志市生涯学習センター　℡ 472-3050

■主催　志布志市生涯学習推進委員会
　志布志市　市教育委員会　志布志創年市民大学
■問い合わせ・送付先　
　〒899-7103　志布志市志布志町志布志2238番地1
　文化会館内　志布志市「志」エッセイコンテスト事務局
　℡ 472-3050　Fax472-3051

締切迫る！

　高校時代、好奇心旺盛からタバ
コ・酒・バイクなど、一通りのこ
とに手を出し、何度も謹慎処分を
受ける。3 年のとき 35 回の謹慎処
分により「教育勅語」を覚える。
卒業後、�出同然で単身上京職務
質問を受けた警察官が東京での友
人第１号。
　その後、行きつけの焼き鳥屋で
偶然、隣に座った人が人生を 180
度変えた。「何のために」その生き方に強く惹かれ、弟子

入りを決意。軽トラックの野菜の行商から人生が…。現
在、講演会を行う一方で北海道の農地を借りて、都会で
ひきこもり・ニートと呼ばれる若者達と一緒に農業を行
い、全国の若者からも絶大なる�持を得ている。
　超売れっ子講師・中村文昭さんの出会いと笑いと涙と
感動の人生ドラマを乞うご期待下さい！！
■演題　出会いを生かせば、ブワッと道は開ける！
■日時　12 月 16 日 ( 水 )　開場 18：00　開演 18：30
■会　場　志布志市文化会館ホール
■入場料　大人・親子ペア 1,000 円（当日 1,500 円）
■問い合わせ先　創年市民大学事務局　℡ 472-3050

志 布 志 市 生 涯 学 習 ま ち づ く り 講 演 会

　　　　　 （有）クロフネカンパニー　代表取締役　中村文昭講演会
　　　　　   年間 300 講演以上！超売れっ子講師が志布志にやって来る！

ぜひ親子で！



■問い合わせ先　教育委員会学校教育課　℡ 472-1111（内線 ***）
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Ｑ４　なぜこのような結果になったのでしょうか？
　志布志市の子どもたちの算数（数学）や国語の学習に対する意識は，多少の違いがありますが、ほぼ全国平均と同
じで，学習そのものに大きな苦手意識はないようです。しかし、学校外での学習時間がやや少ない傾向があります。
　テレビやビデオ・ＤＶＤを見たり、聞いたりする時間を思い切って減らして、学習時間を確保しなければ学力向上
は望めません。

Ｑ５　１日のエネルギーの源は？

　１日のエネルギーの源は朝食です。
本市の子どもたちは、おおむね朝食を
きちんととっているようです。しかし、
小学校では「食べている」と答えた子
どもが全国よりも少ないようです。忙
しい朝ですが、しっかり食べて登校さ
せましょう。

Ｑ６　平日の睡眠時間は？

　睡眠時間は、全国に比べるとやや長
い傾向にあります。十分な休養という
点では、満足できる結果です。心身の
健康を保つためにも睡眠はとても大切
です。早寝・早起きをこころがけましょ
う。

Ｑ７　携帯電話の利用状況は？

　携帯電話の所持率は、全国に比べて
低く、利用の頻度も低いようです。
　携帯電話の所持や利用については、
保護者の判断によるのでしょうが、
様々な問題点が指摘されておりますの
で、慎重な配慮が必要です。

Ｑ８　読書をしていますか？

　全国平均に比べ、本市の児童生徒の
読書量は多いようです。しかし、中学
校では、全く読まないと回答した生徒
が全体の３割近くおり、家庭での読書
をさらに推進する必要がありそうです。
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あ
ま
り
食
べ

　

て
い
な
い

食
べ
て
い
な
い

食
べ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
食
べ
て
い
る

あ
ま
り
食
べ

　

て
い
な
い

食
べ
て
い
な
い

（小学校）

平日の睡眠時間はどれくらいですか。

～6
時間
6～
7時
間
7～
8時
間
8～
9時
間
9～
10時
間
10時
間～

～6
時間
6～
7時
間
7～
8時
間
8～
9時
間
9～
10時
間

10時
間～

（小学校）（小学校） （中学校）（中学校）

■月曜日～金曜日　全国（％）
■月曜日～金曜日　本市（％）

（小学校）（小学校）

ほぼ
毎日
する

時々
して
いる
して
いな
い
持っ
てい
ない

ほぼ
毎日
する

時々
して
いる

して
いな
い
持っ
てい
ない

（中学校）（中学校）

■全国（％）
■本市（％）

■全国（％）
■本市（％）

家や図書館でどのくらい読書をしますか

全く
しな
い

10 分
未満

10分
～3
0分

30分
～1
時間

1時
間～
2時
間

2時
間以
上

全く
しな
い

10 分
未満

10分
～3
0分

30分
～1
時間

1時
間～
2時
間

2時
間以
上

（小学校）（小学校）

■月曜日～金曜日全国（％）
■月曜日～金曜日本市（％）

（中学校）（中学校）

君の努力は、君に報われる
～平成 21 年度「全国学力・学習状況調査」の結果～

　	平成 21 年４月 21 日、全国の小学校６年、中学校３年約
223 万人を対象にした「全国学力・		学習状況調査」が行わ
れました。学力面では、国語と算数（数学）、学習状況面で
は、生活習慣・		学習習慣についての調査が行われました。
　調査結果の概要をお知らせいたします。

Ｑ１　どんな調査なの？
　学力面の調査は知識面を調べる問題（Ａ問題）と活用面を調べる問題（Ｂ問題）に分かれています。知識面の問
題（Ａ問題）は、いわゆる知識としてどれだけ子どもたちに定着しているかを測る調査で、活用面の問題（Ｂ問題）
は、その知識を生活面においてどれだけ発揮し、活用できるかを測る調査です。

Ｑ２　全国の結果はどうだったの？
　これまでの結果と同様、日本の小学生、中学生は知識面については、ある程度の学力が定着していますが、活用
したり応用したりする面においては劣っているという結果が出ました。

Ｑ３　志布志市の子どもたちの学力はどうなの？
　学校によっては、全国平均を上回っているところもありますが、市の平均としては、残念ながら良いとは言い切
れません。知識・技能に関する問題、活用に関する問題ともに全国平均を下回っています。

国語Ａ（知識・技能に関する問題） 小６　全国平均をやや下回っています。
中３　全国平均をやや下回っています。

国語Ｂ（活用に関する問題） 小６　全国平均を大きく下回っています。
中３　全国平均をやや下回っています。

小６　全国平均をやや下回っています。
中３　全国平均を大きく下回っています。

算数Ａ（知識・技能に関する問題）
数学Ａ

算数Ｂ（活用に関する問題）
数学Ｂ

小６　全国平均を大きく下回っています。
中３　全国平均を大きく下回っています。

以上の結果をグラフで見てみましょう。
知識に関する問題（Ａ問題）の正答率

正
答
率

小学校国語 小学校算数 中学校国語 中学校数学
■全国（％） 69.9 78.7 77.0 62.7
■本市（％） 67.8 77.0 72.8 56.8

活用に関する問題（Ｂ問題）の正答率

正
答
率

小学校国語 小学校算数 中学校国語 中学校数学
■全国（％） 50.5 54.8 74.5 56.9
■本市（％） 42.8 47.6 70.2 48.9

〔
〔
〔
〔

志布志市の学力調査の結果の概要 

学力向上の取り組み（研究公開授業）
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Ｑ９　��でのコミュニケーションは？

　本市の子どもたちは、家の手伝いを
よくしています。望ましい傾向です。
　家庭での親子の会話については、小
学校で「している」と答えた割合が、
全国よりやや低くなっており、少し気
になります。親子で語り合うことが、
親子の絆を一層深くするとともに、結
果として子どもたちの健全育成につな
がります。忙しい毎日ですが、子ども
たちと語り合う機会を増やすよう努め
てください。

Ｑ 10　地域とのふれあいは？

　志布志市は全国的に見ても、地域行事
が盛んです。大人を子どもが知り、子ど
もも大人を知っている町づくりが、気負
うことなくできています。あいさつに関
する調査にその結果が表れています。
　地域の歴史や自然についての関心に
ついては、小学生も中学生も関心が高
いようです。郷土を知り、郷土を愛す
る子どもを育てるための工夫を今後さ
らに進めていく必要があります。
　また、地域行事への参加状況は、小学
生も中学生も全国平均より高い傾向にあ
ります。昨年度の調査結果では、中学生
の参加状況がやや低かったのですが、少
し改善されています。望ましい傾向です。
　今後も様々な工夫をして地域行事へ
の参加を促すことが大切です。

Ｑ 11　私たち志布志市の大人と子どもはこれから何をすればいいの？
　学力が思うように上がらないのは、勉強することへの興味・関心や学習時間の少なさが原因の一つと考えられます。
教育委員会も学校も、学力が上がるよう、分析をすすめ、さらに授業改善に取り組んでいきます。家庭でも家庭学習の
時間の確保をお願いします。
　また、家庭での基本的なしつけの徹底や生活習慣の改善に向けての指導、地域行事の際の指導の充実を図っていただ
くようお願いします。最後に、学力向上へ向けてのこれからの取組についてまとめてみます。

学校は
１　	基礎・基本の定着のためにドリルの時間も確保
する。

２　	生活との関連を図り、体験的な学習をより一層
充実させる。

家庭は
１　	小学生は 60 分、中学生は 90 分の家庭学習の時
間の確保を徹底する。

２　	目標を持ち、学習の意欲を高めるために、子ど
もの将来の夢について語り合う。

子どもは
１　授業が学習の基本です。何事にも精一杯取り組む。
２　時間と内容を決めて予習・復習に取り組む。
３　志を高くもち、将来の夢や目標を決めて努力する。

地域は
１　	地域の行事に子どもたちを参加させ、地域で子
どもたちを育てる雰囲気を作る。

２　	学校の授業はいつでも参観自由です。気軽に子
どもたちの様子を参観する。

家の手伝いをしていますか
（小学校）（小学校）

（中学校）（中学校）

して
いな
い
あま
り

して
いな
い

どち
らか
とい

　え
ばし
てい
る

して
いる

■全国（％）
■本市（％）

して
いな
い
あま
り

して
いな
い

どち
らか
とい

　え
ばし
てい
る
して
いる

学校での出来事について話をしていますか
■全国（％）
■本市（％）

（小学校）（小学校）

（中学校）（中学校）

近所の人にあったときは、
　　  あいさつをしていますか

して
いな
い
あま
り

して
いな
い

どち
らか
とい

　え
ばし
てい
る
して
いる

■全国（％）
■本市（％）

（小学校）（小学校）

（中学校）（中学校）

地域の歴史や自然について関心がありますか
（小学校）（小学校）

（中学校）（中学校）

■全国（％）
■本市（％）

地域の行事に参加していますか

（小学校）（小学校）■全国（％）
■本市（％）

参加
して
いな
い
あま
り

参加
して
いな
い

どち
らか
とい

　　
えば
参加
して
いる

参加
して
いる

（中学校）（中学校）

主なレース情報
■競走名　SG　第 24 回　賞金王決定戦
■開催競艇場　住之江競艇場（大阪府大阪市）
■開催日　12 月 18 日（金）～ 23 日（水：祝）　6日間
賞金王決定戦
●	優勝賞金 1億円を目指して、年間（11 月まで）獲得賞金上位
12 人による最終決戦。

★優勝戦：12 月 23 日第 12 レース
賞金王シリーズ
●	年間獲得 (11 月まで ) 賞金上位 13 位～ 60 位の選手での競走。
優勝賞金 1,600 万円。

★優勝戦：12 月 23 日第 11 レース

オラレ志布志 年末感謝キャンペーン
　はずれ舟券 5,000 円キャンペーン
～はずれ舟券 5,000 円分で応募券 1回分プレゼント！
　　　　　　　　　　　期間中、お一人様何度でも応募可能！～
■応募期間　11 月 14 日～ 12 月 31 日
　※第 1弾については 12 月 30 日までの応募分になります。
　●第 1弾（12 月 30 日発表）
　・任天堂Wii・デジカメなど多数！
　●第 2弾（12/31 発表）
　・日立ハイビジョン液晶テレビ26型（3名様）・現金1万円（1名様）
　ガソリン券 500 円プレゼントキャンペーン
■ 	12 月 3 日～ 31 日の期間中、毎日 20 名様にガラポンくじで、
ガソリン券 500 円分が当たる！

　3,000 円舟券購入者に 3連単舟券プレゼント
■ 12月3日～31日期間中の毎週金曜日、土曜日、日曜日実施（全12回）
　※当日開場時に、先着でキャンペーン引換券配布
　※	舟券 3,000 円分購入で、毎回先着 120 名に 200 円分 3 連単
舟券プレゼント！

■オラレしぶし 1 月番組表

1　

月

開
催
場
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大
村
●●●● ●●●●● ●●●●●●●

場
外
●��●��●�� ●��●��●��●��●��●

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
●
■
●
■
●
■�■�■�

�

●●
●��●��●��●��●

■
●
■

ナ
イ
タ
ー

●
��
●
��
●
��
●
��
��

�

●●

●
��
●�

●

�

●●

●�

●

�

●●

●�

●

�

●●

●

●

●

●

�

●●

●
��
●
��
●
��
●
��
●
��

�

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
��
●
�
●
�
●
�
●

●

●

●

唐津一般（12/29～）

尼崎ＧⅠ

芦屋一般

蒲郡一般（12/30～）

若松一般（優勝戦のみ）

蒲郡一般

丸亀一般

若松オール女子

丸亀一般

若松一般

健
康
食
品
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
こ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

【
事
例
】

　

業
者
か
ら
無
料
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
と
い
う
電
話
が
あ
り
販
売
員
が
自
宅
ま

で
来
ま
し
た
。
器
械
で
か
ら
だ
の
悪
い
と

こ
ろ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
あ
げ
る
と
言
わ
れ

て
や
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ｢

一
箇
所
だ

け
悪
い
検
査
値
が
出
た｣

と
言
わ
れ
た
。

日
頃
か
ら
健
康
を
気
に
し
て
お
り
、｢

血

液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る｣

｢

糖
尿
病
に
効

く｣
｢

が
ん
が
治
る｣

と
勧
誘
を
受
け
て

30
万
円
分
の
健
康
食
品
を
購
入
し
た
。

　

購
入
後
よ
く
考
え
る
と
高
額
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
解
約
し
た
い
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
。

　

契
約
を
し
て
し
ま
っ
て
も
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
な
ど
が
可
能
な
場
合
が
多
い
の

で
早
め
に
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
業
者
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
や
勧

誘
方
法
に
よ
っ
て
嘘
の
説
明
を
さ
れ
た
り
、

本
当
で
な
い
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
り
し
た

と
き
に
は
、
業
者
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
契

約
の
取
消
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
「
健
康
食
品
」
と
「
医
薬
品
」

● 

健
康
食
品
は
錠
剤
や
粉
末
、
液
体
の
形

状
を
し
て
お
り
、
一
見
薬
の
よ
う
に
み

え
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
【
食
品
】
で

あ
り
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●  

薬
と
し
て
販
売
さ
れ
る
場
合
は
【
医
薬

品
】
と
し
て
厚
生
労
働
省
の
審
査
を
得

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

● 

健
康
食
品
は
【
が
ん
に
効
く
】
な
ど
の

医
薬
品
的
な
効
能
・
効
果
を
う
た
っ
て

販
売
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
健
康
食
品
の
ト
ラ
ブ
ル
で
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
下
さ
い
。

● 

こ
れ
で
病
気
が
よ
く
な
っ
た
な
ど
の
体

験
談
を
安
易
に
信
じ
る
こ
と
は
止
め
ま

し
ょ
う
。

● 

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
を
し
て
か

ら
購
入
す
る
な
ど
契
約
は
慎
重
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

● 

服
用
し
て
身
体
が
だ
る
い
、
ひ
ど
い
下

痢
が
続
く
、
む
く
み
、
湿
疹
が
出
た
な

ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
直
に
使
用
を
止

め
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 284）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 321）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消
費
生
活
相
談
員
便
り
vol.4

一般（12/30～） 一般

一般ゴールデンレース

芦屋ＧⅠ

浜名湖GⅠ新鋭王座決定戦

津一般 徳山一般

宮島一般 下関GⅠ中国地区戦（～2/4）

蒲郡一般（2/1まで）

丸亀一般（2/2まで）

メルマガ会員募集中！
http://orale-cbc.com

トピック



　
　

■問い合わせ先　市役所松山�所地域振興課　℡ 487-2111（内線 211）
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市
で
は
、
市
民
が
輝
く
「
共

生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
地
域
づ
く

り
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
市
民
団

体
、
自
治
会
等
が
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
自
主
的
・
継
続
的

に
取
り
組
む
公
益
的
な
事
業
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

市
民
提
案
型
共
生
・
協
働
・

自
立
モ
デ
ル
事
業

　

本
来
行
政
が
行
う
べ
き
事
業

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
づ
く
り
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
の

市
民
グ
ル
ー
プ
が
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
効
果
的
で
経
済
的

な
事
業
展
開
が
見
込
ま
れ
る
、

特
に
公
共
性
の
高
い
事
業
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
額　

事
業
費
の
一
部
を
助
成　

　
　
　
　
　
（
助
成
限
度
額
50
万
円
）

●
条
件　

10
人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ

●
決
定　

 

審
査
会
を
開
催
し
、
採
択
の

可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※ 

共
生
・
協
働
・
自
立
の
社
会
づ
く
り

担
い
手
育
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は

1
月
号
に
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
平
成
20
年
度
実
施
さ
れ
た
事
業
一
覧

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

高
い
志
と
慈
愛
の
精
神
を
！

　

最
近
、
市
内
各
地
の
軒
先
に
き
れ
い

な
「
皇
帝
ヒ
マ
ワ
リ
」「
皇
帝
ダ
リ
ヤ
」

の
花
が
咲
い
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。
こ
の
花
は
も
と
も
と
中
南
米
が

原
産
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
で
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
を
家
庭
菜
園
の
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
た
り
、
熱
帯
の
国
で

し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
多
年
草
の
パ
パ

イ
ヤ
が
市
内
で
大
き
く
育
っ
て
い
る
の

を
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん

昨
今
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
詳
し
い
栽
培
方
法
が

入
手
し
や
す
い
等
の
理
由
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
昔
に
比
べ
て
こ
の
地
が

暖
か
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
は
専
門
家
の

方
が
様
々
な
デ
ー
タ
を
基
に
研
究
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
環
境
が

変
わ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
雑
草
が

生
え
た
り
害
虫
が
発
生
す
る
な
ど
心
配

さ
れ
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
志
布
志
市

の
農
業
形
態
に
つ
い
て
も
対
策
を
講
じ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
温
暖
化
防

止
と
環
境
保
全
の
立
場
か
ら
多
く
の
方

が
環
境
問
題
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
個
人
の
利
益
だ
け
で
は
な
く
地
球

全
体
の
環
境
問
題
と
し
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
「
個
の
時
代
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

る
と
、こ
れ
か
ら
は「
地
域
の
時
代
」「
地

球
全
体
の
時
代
」
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
志
布
志
市

で
取
り
組
ん
で
い
る
「
共
生
・
協
働
・

自
立
」
の
精
神
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

身
の
回
り
に
落
ち
て
い
る
ご
み
を
拾

う
こ
と
は
目
の
前
の
ご
み
が
無
く
な
る

だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
視

点
で
見
る
と
環
境
保
全
、
資
源
回
収
に

つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
温
暖
化
の
防
止

に
も
つ
な
が
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
志
布
志
市
が
誕
生
し
て

４
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
間
に
「
ふ
れ
あ
い
移
動
市
長

室
」
を
60
回
程
開
催
し
、
多
く
の
地
域

の
方
と
直
接
意
見
交
換
を
行
い
、
地
域

の
問
題
や
要
望
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
に
つ
い
て
は
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
が
な
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
の
頃
は
「
多
く
の
人
が
来
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か
」「
到
底
解
決
で
き
な

い
無
理
難
題
を
頼
ま
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

心
配
は
杞
憂
に
お
わ
り
、
出
席
者
か
ら

は
前
向
き
な
ご
意
見
や
職
員
で
は
到
底

気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
等
に
つ

い
て
も
ご
指
摘
を
頂
き
、
開
催
し
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛

威
を
ふ
る
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
健

康
に
は
十
分
注
意
し
て
新
年
を
迎
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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若
潮
酒
造
株
式
会
社
は
、
５

つ
の
酒
造
会
社
が
熊
本
国
税
局

管
内
第
一
号
の
協
業
組
合
と
し

て
昭
和
43
年
８
月
に
業
務
を
開

始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
８
月
に
は

会
社
誕
生
40
年
を
き
っ
か
け
に
更
な
る

経
営
の
強
化
や
透
明
化
等
を
目
指
し
株

式
会
社
に
組
織
変
更
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
今
の
焼
酎
ブ
ー
ム
に
よ
り
焼
酎
の

愛
好
家
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
10
年

程
前
ま
で
は
、
都
市
部
で
芋
焼
酎
の
良
さ

を
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
な
か
な
か
受
け

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
焼
酎
本
来
の
お
い
し
さ
を

前
面
に
出
し
た
商
品
作
り
を
目
指
し
て

平
成
12
年
頃
か
ら
製
造
設
備
（
完
全
自

動
製
麹
機
）
の
導
入
を
皮
切
り
に
、
芋

処
理
装
置
や
全
自

動
式
瓶
詰
・
パ
ッ

ク
詰
口
機
の
導
入

を
行
う
な
ど
、
設

備
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
焼
酎
造

り
の
技
術
に
つ
い

て
も
研
究
を
重

ね
、
更
な
る
品
質

向
上
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
年
2
月
に
行
わ
れ
た

鹿
児
島
県
で
総
裁
賞
、
４
月
に
行
わ
れ
た

熊
本
国
税
局
の
酒
類
鑑
評
会
で
最
高
優

等
賞
の
Ｗ
代
表
受
賞
。
平
成
20
年
に
は
モ

ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
金
賞
、
今
年
は
最

高
金
賞
に
輝
く
な
ど
、
そ
の
技
術
が
高
く

評
価
さ
れ
多
く
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
格
焼
酎
ブ
ー
ム
の
中
に

あ
っ
て
も
、
同
社
で
は
焼
酎
の
販
売
向

上
も
大
切
だ
が
、
焼
酎
の
文
化
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
の
考
え

か
ら
、
伝
承
蔵
で
も
あ
る
志
布
志
木
樽

蒸
留
所
「
千
刻
蔵
」
を
平
成
15
年
に
完

成
さ
せ
、か
め
仕
込
み
焼
酎
「
千
亀
女
」

等
の
製
造
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
嗜
好
の
多
様
化
に
対

応
す
る
た
め
平
成
17
年
に
は
リ
キ
ュ
ー

ル
免
許
も
取
得
し
梅
酒
等
の
製
造
も
手

掛
け
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
Ｐ
Ｂ
（
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
）
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、創
年
市
民
大
学
に
よ
る「
創

年
の
志
」、
野
神
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委

員
会
に
よ
る
「
本
格
焼
酎
野
神
」
等
も

製
造
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
知
的
障
害
者
作
業
所
の
夢

し
ず
く
工
房
の
利
用
者
が
、
原
料
の
米

や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
か
ら
焼
酎
の
仕

込
み
、
瓶
詰
め
、
ラ
ベ
ル
の
作
成
等
そ

の
全
て
に
関
わ
っ
た
「
本
格
焼
酎
夢
し

ず
く
」
の
製
造
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
多
く
の
方
の
ご
指
導
や
ご
協
力
に

よ
り
品
質
は
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
さ
つ
ま
若
潮
、
黒
若
潮
、
黄

若
潮
、
千
亀
女
と
い
っ
た
定
番
商
品
が

お
い
し
い
と
評
価

さ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
す
の
で
更
な

る
取
り
組
み
を
続

け
た
い
」
と
下
戸

社
長
は
話
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
同
社

の
焼
酎
の
原
料
と

な
る
サ
ツ
マ
イ
モ

は
、
ほ
と
ん
ど
が

志
布
志
市
や
近
隣

の
市
町
で
収
穫
さ

れ
た
も
の
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
最
近
は
工
場
内
の
製
造

工
程
だ
け
で
な
く
、
原
材
料
と
な
る
米

や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
に
つ
い
て
も
農

家
と
と
も
に
研
究
を
行
う
な
ど
、
商
品

全
て
の
品
質
を
磨
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
「
地
産
地
消
」
を
合
言
葉

に
さ
ら
に
地
元
に
愛
さ
れ
る
焼
酎
造
り

を
目
指
し
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

若潮酒造株式会社
●事業内容　焼酎を始めとする酒類の製造
●所 在 地　志布志町安楽 215 番地
●従業員数　78 人（パート含む）
●創　　立　昭和43年8月（平成20年8月に株式化）

志布志企業訪問
vol.16

千刻蔵のトンネル貯蔵庫

焼酎文化を伝承する千刻蔵

地元の素材をふんだんに使った焼酎

選果場

分譲地山下クリニック
泰野地区公民館

なのはな団地概要
総区画数 18 区画　販売区画数 5区画
■団地概要
　・所在地　松山町泰野 700 番地
　・地　目　宅地	
　・設　備　上水道・排水路完備
　・道　路　団地内アスファルト舗装幅員 5メートル
　・坪単価　10,000 円
　・面　積　421㎡～ 450㎡（127 坪～ 136 坪）
　・備　考　小学校まで 0.5Km、中学校まで 0.7km
　　　　　　病院まで 0.3km、市役所松山支所まで 4.2km

済○ 済○

済○
済○ 済○

済○ 済○
済○

済○ 済○
済○

好評分譲中！残り 5 区画！

3.3㎡（1坪）あたり10000円！

※申込者は、次の要件を満たしていることが必要です。
●	志布志市に定住する意思をもち、土地購入後３年以内に自
ら居住する住宅を建築、居住すること。
●	契約者は 18 歳以上で、同居される親族がおられる方。

学校や病院にも近くて便利です！

※あじさい団地（松山町新橋）も 1区画ありますので、お問い合わせください。

共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て　

共
生
・
協
働
・
自
立
推
進
事
業
を
募
集
し
ま
す
！

■各事業の申込・問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel	474-1111（内線 252・256）

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり

なのはな団地

事業名 事 業 概 要 団 体 名

宮田山林道整備事業
県内でも優れたパラグライダーの飛行エリアである宮田山山
頂に通じる林道をパラグライダー愛好家はもとより、見学者
や体験者が容易に上がれるように、林道整備を実施。

志布志パラグライダー
クラブ

コミュニティＦＭに
よる防災・行政情報
放送インフラ整備事業

市民の安心安全に寄与するため、「ＦＭしぶし」の周波数を
活用し、防災・行政情報の日常的な放送を可能とするため、
停電時であっても防災等放送を途絶えさせないために必要な
無停電電源や音声コーデック等の放送インフラ整備を実施。

NPO法人
志布志コミュニティ放送

ＡＥＤ講習機材等
整備事業

地域防災リーダーの養成を図り安心・安全なまちづくりを実
現するため、AED（自動体外式除細動器）講習機材等を導入し、
市民へのＡＥD等体験指導を実施。

NPO法人
地域防災推進協議会

災害時にも使用可能な行政放送用の機材

ＡＥＤの体験指導の様子パラグライダーの愛好�が集う宮田山



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

（No.047/2009-12）

　お便りをくださった方の中か
ら抽選でひまわり券 5枚と、港
湾通りから「天日干しちりめん
（定価 1000 円）」と「にんにく
の王様（定価 1200 円）」のセッ
トを 5 人の方にプレゼントし
ます。（発表は発送をもってか
えさせていただきます）

読者プレゼント

ニンニクの王様
有限会社渡辺商店（℡ 487-2187）
　厳選された国産のにんにくを使用し、
古来伝統の鹿児島県福山産黒酢と鹿児島
県こしき島の海洋深層水を活用し、独自
の技術により、じっくり熟成させました。

脇田　　さん（84 歳）　　　　　　　　　　　　　　   有明町蓬原
　脇田さんの 1日は、6時に起床して仏壇にご飯とお茶をあげたりお花
をあげてからはじまります。「夫が亡くなって 3年目になりますが、ずっと
前から先祖に手を合わせてから 1日が始まるのは変わりません」と言います。
　午前中は、近くにある家庭菜園で季節の野菜を作ります。また、時間がある
と近所の友人宅を訪ねて世間話しに花を咲かせています。「お茶のみ話しが弾ん
で、おやつを食べすぎて昼食を食べ忘れることもしばしばです」と笑います。
　息子さんからプレゼントされたテレビを見るのも楽しみで、時代劇や刑事ドラ
マを見てから夜は就寝します。以前は、グラウンドゴルフやゲートボールもして
いましたが、体調が悪かったりしたため、しばらく休んでいました。しかし、友
人に「きれいなボールがあれば、また再開したい」と話していたところ、新しい
ボールをプレゼントされたので、また近所の練習場に通う予定だといいます。
　現在も、約 3㌔離れたお寺まで元気に自転車で通う脇田さん。年に数回の孫や
ひ孫の訪問を楽しみに、自然体で健康を維持しながら楽しく暮らしています。

　　　瞬
しゅんた

太ちゃん（1歳）（有明町野井倉）
　　　泰

だいご

護ちゃん（4か月）
父　満さん　　母　愛美さん

　いつもニッコリ笑顔のしゅんちゃんと
だいちゃん。元気に産まれてきてくれて
ありがとう。お調子者で「だいちゃん大
好きな」お兄ちゃん！笑ってごまかすと
ころはパパにそっくりです。
　まだ小さい弟のだいちゃんも元気一杯
手足をバタつかせ笑顔をたくさんみせて
くれるのでパパもママも恵比須顔♡
　これからも皆、仲良く健康で楽しく過
ごそうね♡　　　　　　　（両親より）

　　　亘
こうすけ

佑ちゃん（1歳）　（志布志町志布志）
父　宝さん　母　恵さん

　ぞうのすべり台が大好きです。
　公園でいっぱいあそぼうネ！
　毎日、けんかがたえないけど、いつまでも
仲良くネ！！　　　　　　　　　　　（姉より）

市
民
の
広
場

今
月
の
「
題
字
」

　

松
山
小
学
校
６
年　
　
　
　

美み
づ
き月
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
平
さ
ん

　

今
月
号
の
市
報
し
ぶ
し
の
タ
イ
ト
ル
文

字
を
書
い
た
の
は
、
算
数
が
得
意
で
将
来

は
ト
リ
マ
ー
に
な
り
た
い
と
話
す
美
月
さ

ん
と
理
科
が
好
き
で
将
来
の
夢
は
ア
ニ

メ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
と
い
う
亮
平
さ
ん

で
す
。

　

19
人
の
６
年
生
が
最
上
級
生
と
し
て
、

全
校
児
童
１
０
１
人
の
松
山
小
学
校
を

引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。
運
動
会
や
文
化
祭

等
の
行
事
は
も
ち
ろ
ん
。
毎
日
の
活
動
で

も
模
範
と
な
る
よ
う
一
生
懸
命
で
す
。

　

も
う
す
ぐ
小
学
校
生
活
も
終
わ
り
、
来

年
か
ら
は
い
よ
い
よ
中
学
生
に
な
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

仲の良さなら市内でも1番という6年生の皆さん
（美月さん後列右端、亮平さん後列中央）
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天日干ちりめん
堤水産有限会社（℡ 472-1451）
　大根おろし、チャーハンやお好み焼き
ちらし寿し、スパゲッティ、冷麺、卵焼
き、お茶漬け、天ぷら、酢の物、お吸い
物、卵とじ等々にご利用ください。

10 月 24 日、港湾通りがサンポートしぶし
アピア内にオープンしました。
　港湾通りには、観光客や帰省客、市民の方に魅
力ある特産品をＰＲするとともに、新たな特産品
の開発や、特産資源の掘り起こしを目的に、市が
志布志市観光特産品協会に委託して開設されてい
ます。
　ここでしか手に入らない特産品もあります。全
国発送も行っていますので、お歳暮や帰省される
ご�族やご友人のお土産にいかがでしょうか。
■問い合わせ先　港湾通り　℡ 472-1616

読者プレゼント

　　　夕
ゆ り か

梨姫ちゃん（6歳）　　　（松山町泰野）
母　智子さん

　お手伝いをするのが大好きなゆりか。
　頑固なところもあって、2人のお兄ちゃんたち
とよくケンカをしていますが本当は仲良しです。
　サッカーが大好きでサッカー教室に通ってい
ます。将来は〝なでしこジャパン〟を狙ってます。
　甘えんぼうだけど、いつまでも素直なゆりか
でいてね！　　　　　　　　　（お母さんより）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

　　敦子さん（有明町）	　31 歳
勤務先：志布志市総合観光案内所
趣味：登山・読書
今のお仕事はどうですか：
　市内・市外から様々なお客様にお越しいただいております。いろんな
お話しをさせていただき、自分の幅が広がります。
同僚から一言（大村さん）：
　いつも独自の視点で「志布志の観光」を見つめ、一生懸命に観光案内
や情報発信に取り組んでくれる、とても頼もしい存在のあっちゃん。
　観光で志布志市を訪れたお客様に、親切丁寧に対応してくれているの
は最高の「おもてなし」です。志布志市を訪れる観光客がどんどん増え
るようにこれからも一緒に頑張りましょう。
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短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

若
者
を
二
人
攫
ひ
し
波
の
匂
ふ
人
影
も
な
き
東
シ
ナ
海	

畑　

美
佐
子

か
ぐ
は
し
く
木
犀
と
ほ
る
広
縁
に
至
福
の
ひ
と
と
き
浄
土
を
想
ふ	

前
原　
　

恭

丑
の
日
を
帰
っ
て
来
た
る
長
男
は
「
栄
養
つ
け
よ
」
と
鰻
持
ち
く
る	

永
田
ミ
ツ
エ

夏
休
み
の
孫
ら
と
磨
く
夫
の
墓
碑
時
間
を
か
け
て
ぴ
か
ぴ
か
光
る	

山
口　

良
子

久
し
ぶ
り
子
や
孫
曾
孫
の
盆
帰
り
遊
び
に
夢
中
の
田
舎
の
公
園	

隈
元　

チ
エ

子
育
て
の
頃
を
思
い
出
す
に
ぎ
や
か
さ
声
や
足
音
の
ひ
び
く
部
屋
部
屋	

野
口　

順
子

仰
ぎ
て
も
ふ
り
返
り
て
も
青
葉
青
葉
神
社
の
石
段
ふ
み
し
め
登
る	

石
橋　

道
子

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

晩
鐘
や
野
道
に
風
の
花
芒 

河
野　

通
人

源
流
は
紅
葉
の
谷
で
あ
り
に
け
り 

冨
山　

達
次

再
検
査
異
常
な
し
と
や
冬
の
虹 

米
澤　

二
郎

稲
荷
へ
の
道
は
急
坂
返
り
花 

冨
山　

茂
子

紅
葉
散
る
夫
と
我
と
の
そ
れ
ぞ
れ
に 

北
野　

治
美

散
る
音
は
白
粉
花
の
香
の
重
さ 

目
黒　

文
恵

火
の
山
の
雲
流
れ
ゆ
く
秋
の
空 

本
村
ミ
ツ
子

吟
行
に
心
浮
き
立
つ
神
無
月 

山
口
よ
し
子

京
の
友
一
日
を
憩
ふ
炬
燵
か
な 

北
川　

雨
水

秋
祭
笑
顔
の
友
と
再
会
す 

奥
野
紀
代
子

ペ
ー
ジ
繰
る
音
も
か
そ
け
き
夜
長
か
な 

春
田　

良
子

外
套
や
火よ

な
山
灰
に
失
ふ
街
の
い
ろ 

馬
場
添
義
之

日
も
風
も
阿
蘇
の
も
の
な
る
吾
亦
紅 

和
田　

洋
文

薩
摩
郷き
ょ
う
く句

（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

肩か
た
が
っ書
が
取と

れ
っ
猫ね
こ
ぜ背
が
伸め

っ
で
け
っ 

末
村　

琢
詩

肩か
た
が
っ書
で
票ひ
ゅ

を
ば
集あ
つ

め
た
総そ
う
せ
ん
き
ょ

選
挙 

竹
之
内
零
余
子

優や
さ

し
嫁よ
め

丁て

ね寧
な
介か
い
ご護
で
婆ば
ば

を
看み

っ 

野
村　

三
味

新し
ん
よ
と

与
党
ん
凄わ
っ

ぜ
か
約や
っ
じ
ょ束
将さ

っ来
が
心せ

わ配 

橋
口　

笑
二

近ち
か

っ
じ
ゃ
て
弥や

ご

ろ
五
郎
祭ま
つ

い
も
遠と

お
け
な
っ 

樋
渡
草
団
子

子こ

の
出で
ば
ん番
手て

い
汗あ
せ

握に
ぎ

い
舞ぶ

て台
ん
袖そ
で 

満
留　

ぐ
み

咳せ

く
す
れ
ば
周ま
わ
い囲
が
全ず
る
っ員
横よ
こ

を
向み

っ 

福
山　

吉
連

ゴ
ル
フ
で
ん
グ
ラ
ン
ド
じ
ゃ
れ
ば
爺じ

が
上う
わ
て手 

伊
地
知　

孝

嫁よ
め

贔ひ
い
き屓

す
い
姑
し
ゅ
と

じ
ゃ
れ
ば
円ま
満
る
暮く

れ
っ 

今
村
千
代
子

弱よ
わ

か
意い

し志
ダ
イ
エ
ッ
ト
ど
ま
夢ゆ
め

ん
夢ゆ
め 

木
藤　

富
美

良よ

か
事こ
っ

と
悪わ

り
事こ

ち
ゃ
解わ
か

い
勝か
っ
て手
耳み
ん 

新
地　

十
意

「
水
に
つい
て
考
え
よ
う
」
を
読
ん
で

　

私
た
ち
が
日
ご
ろ
、
ご
く
当
た
り
前

に
使
っ
て
い
る
水
で
す
が
、
国
内
・
国

外
問
わ
ず
「
水
」
に
つ
い
て
も
格
差
が

生
じ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
に
お
い
て
は
、
安
全
な
水
を

飲
む
こ
と
さ
え
ま
ま
な
ら
ず
、
ヒ
素
に

汚
染
さ
れ
た
水
を
使
用
し
て
い
る
現
状

が
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
裏
側
に
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
先
進

国
〟
の
エ
ゴ
が
あ
る
こ
と
は
看
過
で
き

な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
私
が
で
き
る
こ
と
は
何

か
と
考
え
た
と
き
、
ほ
ん
の
少
し
で
す

が
、
茶
碗
を
洗
う
時
に
節
水
に
つ
と
め

た
り
し
て
水
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。（
マ
マ
イ
ク
コ
さ
ん
28
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

日
本
で
は
「
水
と
安
全
は
無た

だ料
」
と

以
前
は
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
治
安
と

環
境
の
悪
化
が
そ
の
言
葉
を
忘
れ
さ
せ

て
い
ま
す
。
今
月
号
か
ら
そ
ん
な
水
に

つ
い
て
の
コ
ラ
ム「
水
に
お
も
う
」を
連

載
開
始
し
ま
し
た
。
美
し
い
河
川
や
水

質
汚
染
の
事
な
ど
水
に
つ
い
て
の
あ
れ

こ
れ
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

『
ご
み
分
別
の
手
引
き
』
に
つい
て

　

志
布
志
市
・
大
崎
町
が
全
国
に
誇
る

ご
み
分
別
へ
の
取
り
組
み
で
す
が
、
ま

れ
に
分
別
に
迷
う
ご
み
が
出
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
、
市
か
ら
配

布
さ
れ
た
『
ご
み
分
別
の
手
引
き
』
を

手
に
取
り
巻
末
に
あ
る
索
引
を
引
く
の

で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
限
っ
て

索
引
一
覧
に
記
載
が
な
い
も
の
で
す
。

最
近
だ
と
「
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
（
Ｕ

Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
、
SD
カ
ー
ド

等
）」は
ブ
ラ
ご
み
？
パ
ソ
コ
ン
の
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
は
一
般
ご
み
？
金
属
ご

み
？
等
、処
分
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
項
目
に
つ
い
て
も
手
探
り

で
作
成
さ
れ
て
い
た
部
分
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
「
こ
れ
が

載
っ
て
い
な
く
て
分
別
に
困
っ
た
」
と

い
う
も
の
を
市
民
か
ら
電
話
や
メ
ー
ル

等
で
意
見
を
聞
い
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
そ
う
す
る
こ
と
で
、
こ
の

手
引
き
が
「
ご
み
分
別
の
〝
広
辞
苑
〟」

と
も
い
う
べ
き
存
在
に
な
る
と
思
い
ま

す
。　
　
（
し
ぶ
し
ぶ
市
民
31
歳
男
性
）

　
　
　
　

▼

�

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を
受
け
な

が
ら
、
さ
ら
に
美
し
い
志
布
志
市
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
実

際
に
分
別
し
て
分
か
り
に
く
い
も
の
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
電
話
連
絡
等
し
て
い

た
だ
け
ば
迅
速
に
説
明
し
、
今
後
の
手

引
き
作
成
に
役
立
て
ま
す
。

投
稿
に
つい
て

　

仕
事
の
関
係
で
、
い
ち
早
く
市
報
を

見
て
い
ま
す
。
毎
月
、
10
日
頃
は
「
ま

だ
か
な
」
と
待
ち
遠
し
い
で
す
。
文
芸

コ
ー
ナ
ー
を
1
番
に
見
ま
す
。

　

毎
回
、
各
団
体
に
所
属
し
て
い
る
人

達
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
ま
に

は
一
般
公
募
も
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
ま
た
、
元
気
や
っ
ど
等
は
ほ
ほ

笑
ま
し
く
見
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
窪
さ
ん
の
「
ご
み
た
ち
の
叫

び
」
も
興
味
深
く
見
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
も
、
山
な
ど
を
歩
く
と
物
が
捨
て

て
あ
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。で
も
、

窪
さ
ん
は
そ
れ
ら
の
ご
み
を
「
見
捨
て

な
い
」
で
そ
の
声
に
耳
を
澄
ま
し
て
い

る
勇
気
に
共
感
し
ま
す
。

　

市
民
み
ん
な
で
気
を
つ
け
て
環
境
問

題
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ひ
ら
ち
ゃ
ん
60
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

�

文
芸
コ
ー
ナ
ー
は
、
定
期
的
に
作
品

を
作
っ
て
い
る
団
体
の
皆
様
に
作
品
提

供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

皆
さ
ま
か
ら
の
風
景
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
、文
芸
作
品
の
投
稿
も
大
歓
迎
で
す
。

ま
た
「
ご
み
達
の
叫
び
」
は
「
ゴ
ミ
の

本
」の
作
者
で
も
あ
る
窪
健
一
さ
ん
に
、

市
報
し
ぶ
し
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
市
報
し
ぶ
し
は
皆
様
の
ご
協
力
で
作

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
か
ら
の

情
報
提
供
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

朝
光
に
い
と
け
な
き
も
の
指
触
れ
て
お
じ
ぎ
草
い
く
度
挨
拶
交
す	

竹
永　

南
海

悲
し
み
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え
る
術
も
な
し
コ
ス
モ
ス
原
を
た
だ
ひ
た
す
ら
に
行
く	

暉
峻　

康
瑞

十
五
夜
の
蒼
き
光
り
は
吾
の
全
て
見
透
か
す
よ
う
に
深
く
染
み
い
る	

池
ノ
上
一
枝

山
里
に
響
き
わ
た
り
て
時
告
ぐ
る
夕
や
け
小
や
け
吾
も
わ
ら
べ
こ	

岡
元　

初
子

医
者
知
ら
ぬ
翁
の
語
り
朝
夕
に
椿
油
の
味
噌
汁
飲
み
て	

折
田　

す
ず

コ
ツ
コ
ツ
と
ス
テ
ン
レ
ス
の
壁
つ
つ
く
己
写
せ
し
一
羽
の
雀	

児
玉　

末
子

わ
が
猫
に
キ
ャ
ッ
ツ
フ
ー
ド
を
与
え
つ
つ
罪
め
く
思
ひ
に
野
良
猫
を
追
ふ	

西
江
美
津
子

し
た
た
か
に
茂
る
雑
草
露
草
の
小
花
の
瑠
璃
色
抜
き
難
く
居
る	

林　
　

靜
子

休
耕
田
の
き
き
と
り
難
き
虫
の
声
靜
か
に
聞
け
ば
米
作
れ
と
鳴
く	

益
倉　

睦
美

雪
か
む
る
癒
し
の
空
間
富
士
眺
む
高
原
の
保
養
地
山
中
湖
に
立
ち	

松
下　

芙
美

朝
冷
え
の
お
な
ご
騙
し
に
躍
ら
さ
れ
毛
布
干
し
お
り
彼
岸
を
前
に	

松
田　

和
子

酷
暑
に
も
季
を
違
へ
ず
彼
岸
花
娘
の
忌
ま
近
の
樹
の
下
陰
に	

宮
原　

順
子

し
と

く
と
秋
雨
の
降
る
田
ん
ぼ
か
ら
穂
を
持
ち
切
れ
ぬ
と
呼
ん
で
る
や
う
な	

山
田　

和
子

彼
岸
花
咲
き
乱
れ
い
る
土
手
の
緑
い
つ
し
か
三
歳
亡
き
夫
ぞ
忍
ぶ	

山
元
ハ
ツ
ミ

生
れ
し
よ
り
死
へ
の
一
歩
を
ふ
み
出
す
と
う
人
の
哀
し
さ
こ
れ
も
定
め
か	

若
松
多
鶴
子

お便り市民のこえに今月は 12 通のお便りを頂きました。読者プレゼントのひまわり券とさ
つま揚げセットは 5人の方に差し上げます。（イラストの投稿は濃い目に描いてください）

終
着
駅
の
映
画
館
「
歓
喜
の
歌
」

の
上
映
に
つ
い
て

　

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
が
「
き
っ
と
あ
な
た
の
心
に
あ

か
り
を
灯
す
、笑
い
と
涙
の
音
楽
喜
劇
」

の
人
情
味
深
く
描
か
れ
た
作
品
で
あ

り
、
皆
で
人
間
の
生
き
方
を
考
え
、
心

を
豊
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘
い
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
上
映
作
品　

歓
喜
の
歌

■
日
時　

12
月
20
日
（
日
曜
日
）　

　
　
　
　

14
時
17
時
の
２
回
上
映

■
場
所　

し
ぶ
し
ア
ピ
ア
２
階 

■
入
場
料　

大
人　
　

１
０
０
０
円

　

子
ど
も（
高
校
生
以
下
）５
０
０
円

　

親
子
ペ
ア　
　
　
　

１
２
０
０
円

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
方
良

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
方
良

　

℡
４
８
７
ー
８
２
５
１

※
「
終
着
駅
の
映
画
館
」
事
業
は
、
平

成
21
年
度
志
布
志
市
市
民
提
案
型
共
生
・

協
働
・
自
立
モ
デ
ル
事
業
補
助
金
の
助

成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku  *2009.11



平
成
22
年
1
月
31
日
（
日
）
は

志
布
志
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
で
す
！
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申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
つ
き
ま
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で

は
ご
覧
に
な
れ
ま
せ
ん
。

C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n

「
明
る
い
選
挙
啓
発
」
標
語
の
入
賞
作
品

　

市
内
の
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
明
る
い
選
挙
啓
発
」

標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
３
９
１
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
入
選
作

品
及
び
受
賞
者
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
優
秀
賞

●
こ
の
一
票　

み
ん
な
の
希
望
が　

つ
ま
っ
て
る

　
　

有
薗　

一
晴　
　

松
山
小
学
校　
（
６
年
）

●
ふ
る
さ
と
の　

未
来
を
創
る　

そ
の
一
票

　
　

木
藤　

隆
之
介　

松
山
中
学
校　
（
３
年
）

■
入
選

●
集
め
よ
う　

み
ん
な
の
気
持
ち　

志
布
志
の
未
来

　
　

谷
元　

那
美　
　

田
之
浦
小
学
校
（
５
年
）

●
こ
の
一
票　

明
る
い
未
来
の　

第
一
歩

　
　

豊
留　

あ
い
り　

松
山
小
学
校　
（
６
年
）

●
夢
を
つ
め　

未
来
を
変
え
る　

そ
の
一
票

　
　

上
村　

隆
也　
　

松
山
中
学
校　
（
１
年
）

●
一
票
に　

希
望
を
の
せ
て　

投
票
を

　
　

大
田　

竜
士　
　

出
水
中
学
校　
（
１
年
）

●
志
布
志
市
の　

未
来
を
変
え
る　

そ
の
一
票

　
　

山
下　

冬
美　
　

田
之
浦
中
学
校
（
２
年
）

　
　

岡
留　

禎
晃　
　

松
山
中
学
校　
（
２
年
）

●
私
の
一
票　

明
る
い
志
布
志
の　

未
来
を
き
め
る

　
　

田
﨑　

望
愛　
　

松
山
中
学
校　
（
２
年
）

●
私
の
一
票　

明
る
い
未
来
に　

投
票
し
ま
す

　
　

江
川　

あ
か
り　

松
山
中
学
校　
（
３
年
）

　

今
回
、
最
優
秀
賞
に
選
定
さ
れ
た
標
語
は
、
志
布
志

市
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
の
各
種
啓
発
活
動
や
行
事
等

に
お
い
て
幅
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
主
催
者　

志
布
志
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

■
事
務
局�　

志
布
志
市
選
挙
管
理
委
員
会
内

　
　
　
　
　

志
布
志
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
事
務
局
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　市内で活躍している団体・グループの皆さんを市長室にお迎
えし、日頃の活動や、まちづくりへのご意見などについて、市
長と直接お話しいただきます。
　市民の皆さんに市役所や市長室を身近に感じていただくこと
と併せて、市政への提言やアイディアをお聞かせください。皆
さまのお越しをお待ちしています。
■時間　40 分から 50 分間　　■場所　市長室
■対象　	市内で活躍している中学生以上の団体・グループで概

ね 10 人前後の人数（中学生は成人保護者の引率が必要）
■申し込み・問い合わせ先
　市役所総務課秘書広報係　℡ 474-1111（内線 214）

みんなの市長室（市長オープントーク）
　　　　　　　　　　　“みんなで考える志布志”

清き一票
　明るい志布志を　作りだす

「明るい選挙啓発」標語　最優秀賞　中山　真緒　　香月小学校　（５年）

政治家の寄付は禁止。有権者が求めることも禁止。
政治家が、選挙区内の人に、お金や物を贈ることは、法律で禁止されています。
違反すると、処罰されます。また、有権者が寄付を求めることも禁止されています。
寄付禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

■問い合わせ先
九州電力㈱志布志営業所　℡ 0120-986-811

たこ揚げは
電線のないとこ
ろで！

さおが
触れると危ない

よ！

クレーン
作業は気をつけ
よう！

万一の際は
最寄りの九州電力に
ご連絡ください！

■問い合わせ先　志布志市選挙管理委員会　℡ 474-1111（内線 352,356）　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市の人口　10 月 30 日現在
人　口	 34,456 人	 	 （△ 11）
男　性	 16,238 人	 	 （2）
女　性	 18,218 人	 	 （△ 13）
転　入	 100 人	 　転　出	 　98 人
出　生	 23 人	 　死　亡	 　36 人
世帯数	 15,686 戸	 	 （18）

 志布志港　平成 21 年 9月分

　①入港隻数	 	 60 隻
　　（日本 0、外国 60）
　②輸出	 10 億 54 百万円
　③輸入	 84 億 99 百万円

資料　鹿児島税関�署



ストップ滞納

■問い合わせ先　本庁税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152）　　

　市では、税負担の公平性を維持するために、滞納額の減少に向けた様々な取組を行っ
ています。
　特に、悪質滞納者（納入意識が極端に低い者）には、今後も以下のような厳格・公正
な滞納処分を実施し、滞納税額の圧縮を図ってまいります。

   差押を実施した人数　１４７人１４７人
（平成 21 年４月～平成 21 年 11 月４月～平成 21 年 11 月月～平成 21 年 11 月11 月月）

■差押の内容　●給与　23 人　●預貯金　35 人　●不動産　49 人　●債権　39 人　●動産　1 人

■タイヤロックによる差押予告書の発送（随時）　■過年度滞納者への差押予告書の発送（随時）
※納税は国民の三大義務のひとつです。税金は、国及び地方公共団体の財政収入の大部分を占め、国及び地方
公共団体の活動の基礎をなすものであることから、税金の徴収は、国及び地方公共団体の財政力を確保する上
で最も重要性を有するものです。
　また、税負担の公平性という考え方からも、納税は極めて重要であり、税債権を確保するために差押や納税
義務の拡張などさまざまな内容を強制的に執行することができます。

��　市報しぶし■ 2009.12

　　今月の納税 納付期限　12 月 25 日（金）　口座振替日　12 月 25 日（金）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

 市・県民税（4 期）　　国民健康保険税（8 期）
 介護保険料（8 期）　　後期高齢者医療保険料（8 期）

C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
の

　
　
　
　
　

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　

市
の
福
祉
事
務
所
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
添
付
し
て
年
末
調
整
や
所
得
税
・
住
民

税
の
申
告
を
す
る
と
、
障
害
者
ま
た
は
特
別
障
害
者
に

準
ず
る
者
と
し
て
、
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
障
害

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
は
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上
で

要
介
護
（
支
援
）
認
定
を
受
け
た
方
が
、
障
害
者
手
帳

は
所
持
し
て
い
な
い
が
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
状
態

な
ど
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
し
、「
障
害
者
に
準
ず

る
人
」
と
し
て
認
め
ら
れ
た
場
合
に
、「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
認
定
書
の
発

行
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
福
祉
事
務
所
（
本
庁
福
祉

課
）
と
各
支
所
窓
口
に
申
請
書
を
備
え
て
あ
り
ま
す
の

で
、
記
入
・
押
印
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
認

定
書
の
発
行
に
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。）

　

な
お
、
申
告
の
結
果
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
非
課
税
で

あ
る
場
合
や
、
す
で
に
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
で
障

害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
二
重
に
控
除
は
受
け
ら
れ

な
い
た
め
、
認
定
書
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
定
の
要
件
と
は
「
常
に
就
床
を
要
し
、
複
雑
な
介

護
を
要
す
る
方
」「
精
神
又
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
65

歳
以
上
の
方
で
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
障
害
者
に
準
ず

る
方
」
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
要
介
護
認
定
情
報
等
を

参
考
に
し
認
定
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

●
市
福
祉
事
務
所
（
本
庁
福
祉
課
内
）

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

●
松
山
支
所
市
民
課
福
祉
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
３
）
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家
や
倉
庫
等
を
取
り
壊
し
た

時
は
必
ず
届
け
出
を
！

　

今
年
取
り
壊
し
た
家
屋
や
昨
年
以

前
に
取
り
壊
し
て
い
る
が
、
ま
だ

取
り
壊
し
の
届
け
出
を
し
て
い
な
い

家
屋
が
あ
れ
ば
、
本
年
中
に
本
庁
税

務
課
、
志
布
志
支
所
税
務
課
、
松
山

支
所
地
域
振
興
課
税
務
係
に
お
い
て

家
屋
滅
失
申
請
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。（
印
鑑
が
必
要
で
す
）
平
成
21

年
中
に
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
家
屋
や

さ
れ
る
予
定
の
家
屋
、
す
で
に
市
役

所
で
取
り
壊
し
の
届
け
出
の
手
続
き

を
行
っ
て
い
る
家
屋
に
つ
い
て
は
届

け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
関
係
部
署
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
場
合
、

「
滅
失
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

で
も
、
滅
失
登
記
が
遅
れ
る
と
き
は
、

税
務
課
固
定
資
産
税
係
に
「
滅
失
申

請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用

紙
は
本
庁
税
務
課
、
志
布
志
支
所
税

務
課
、
松
山
支
所
地
域
振
興
課
税
務

係
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
現
場
確
認
を
行
い
ま
す

　

滅
失
登
記
や
滅
失
申
請
書
を
基
に

現
場
を
確
認
し
ま
す
。
現
場
を
確
認

後
、
次
年
度
に
向
け
て
課
税
台
帳
か

ら
当
該
建
物
を
削
除
し
ま
す
。

■
年
間
の
税
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

年
の
途
中
で
家
屋
の
取
壊
し
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
地
方
税
法
の
規

定
に
よ
り
賦
課
期
日
（
毎
年
1
月
1

日
）
現
在
の
所
有
者
に
年
間
の
税
金

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
年
度
か
ら
滅
失
し
た
家
屋
に
つ

い
て
は
、
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
ら

今
年
新
築
や
増
築
を
さ
れ

た
家
屋
は
来
年
度

か
ら
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

そ
の
税
額
を
算

出
す
る
た
め
に
家

屋
の
内
外
を
調
査
（
1
時

間
程
度
）
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

職
員
が
調
査
に
お
伺
い
し
て
い
な

い
家
屋
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
市
役

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
調
査
対
象
と
な
る
建
築
期
間

　

平
成
21
年
１
月
２
日
～

　

平
成
22
年
１
月
１
日
ま
で
に
完
成

し
た
建
物

■
調
査
対
象
と
な
る
家
屋

　

新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
及
び
物

置
・
車
庫
な
ど
の
附
属
建
物
等

■
調
査
日
時

　

所
有
者
の
方
の
ご
都
合
を
お
聞
き

し
て
決
め
て
お
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
５
４
～
１
５
６
）

公売会の開催について
■日時　平成 21 年 12 月 27 日（日曜日）　9:00 開場
■会場　志布志市農村環境改善センター	ホール
　　　　（市役所本庁隣）
１．公売物件　約 100 点を予定
　　（日用品、食料品など）
２．公売方法　入札による

３．当日必要なもの
　　①印鑑（認印可、法人の場合は代表者印）
　　②購入代金
　　③本人確認ができるもの（運転免許証、保険証など）
　　④同意書（20 歳未満の場合）
４．その他
　●	公売物件の引渡しは、買受代金納付時の現況有姿で行
います。

　●	公売前に滞納金額が完納になった差押物件については
公売中止となります。

　●	物件は使用品もあり、キズや汚れ、部品等欠けている
場合があります。また、未使用品でも箱やラベルなど
が日焼け等により色褪せているものがあります。以上
の点をご理解の上、入札にご参加ください。

※	詳細につきましては、市のホームページやチラシ等によ
りお知らせします。

不動産公売のお知らせ
　不動産の公売を実施します。
■日時　平成 22 年　3月上旬予定
■会場　未定
１．物件
番号 場　　所　　　　　 地目及び現況

1 志布志町安楽字金ヶ迫　ほか２筆 畑、雑種地
2 有明町野神字毛七　ほか３筆及び建物 宅地
3 志布志町帖字中道　ほか２筆 畑、公衆用道路

２．公売方法：入札による
※	いずれも公募表示で現況渡しとします。また、公売中止
になる場合もあります。

※	市税滞納者及び国税徴収法第 92 条に規定する人は、買
受人となることができません。

※農地については、資格要件が必要です。
※	詳細については、決まり次第、広報誌やホームページに
掲載します。

公 売 に つ い て の ご 案 内
■問い合わせ先　本庁税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 158、152、153）　　

　11 月 8日、大隅の國やっちく松山藩第 21 回秋の陣まつり会場に、志布志たば
こ販売協同組合の方々が、タスポカードの手続きが行えるよう参加しました。
　タスポカードの手続きは、無料にて約３分間で終わることから、手続きされた
方にも好評でした。
■たばこは、市内で買いましょう ! 
　市内でたばこを買っていただくと、市の税収となり、その税金は市民の皆様方
のために使われることになります。
　市のたばこ税の税収は、ここ数年減少していることから、普段の購入もさること
ながら、旅行や出張に出かける際も、市内でたばこを購入くださるようお願いします。
■問い合わせ先　志布志市役所税務課市民税係　℡ 474-1111（内線 144）
　　　　　　　　志布志たばこ販売協同組合　　℡	472-0214

まつり会場でタスポカードの手続をしました

平成21年度 滞納処分等実施状況について
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災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
に
は
一
般
の
電
話
や
携
帯

電
話
は
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
ご
家
族

や
親
戚
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
時
に
比
較
的
つ
な
が
り
や
す
い
公
衆

電
話
か
ら
の
利
用
も
可
能
で
す
。

■
提
供
開
始

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
、
及
び

地
震
・
噴
火
等
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
向
か
う
安
否
確
認
の
た
め
の
通
話
等
が

増
加
し
、
被
災
地
へ
向
け
て
の
通
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
側
で
速
や
か
に
利
用
可
能
と
し
ま

す
。 伝言を録音する場合

１７１　　１　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を 30秒以内で録音　　電話を切る

案内 案内

伝言を聞く場合
１７１　　２　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を聞く　　　　　   　　電話を切る

案内 案内

被災地での共通の電話番号になるため、ご家族、親戚等であ
らかじめ登録する番号を決めておいてください。自宅の電話
番号がよいでしょう。

市
報
し
ぶ
し
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
！

○
企
業
な
ど
の
宣
伝
広
告

○
企
業
な
ど
の
求
人
広
告

○
臨
時
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

○
商
店
街
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど

■
広
告
の
掲
載
規
格

１
枠
当
た
り
縦
56
㍉
㍍
、
横
90
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
し
、
１
広
告
当
た
り
２
枠

を
限
度
と
し
ま
す
。
広
告
枠
数
は
毎
月

８
枠
以
内
と
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
料

１
枠
当
た
り
月
額
１
万
円
（
２
枠
の
場

合
は
２
万
円
）

■
広
告
掲
載
申
込
方
法

広
告
掲
載
申
請
書
に
広
告
案
を
添
付
し

て
掲
載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
本

庁
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
広

告
掲
載
申
請
書
は
本
庁
総
務
課
に
準
備

し
て
あ
る
ほ
か
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
報
の
公
共
性
、
公
益
性
及
び
中
立

性
を
保
つ
た
め
掲
載
を
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。（
内
容
を
審
査
の
上

掲
載
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。）

■
市
報
し
ぶ
し
概
要

　

毎
月
12
日
発
行
、
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
、

　

発
行
部
数
１
万
４
４
０
０
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

�9　市報しぶし■ 2009.12

み
ん
な
で
祝
お
う

20
歳
の
出た
び
だ
ち航

『
成
人
式
』

■
日
時　

平
成
22
年
１
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
受
付

■
会
場　

志
布
志
市
文
化
会
館

■
内
容　

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

●
「
思
い
出
の
ひ
と
こ
ま
」
上
映

　

●
式
典

　

●
記
念
写
真
撮
影

※ 

終
了
時
刻
は
午
後
４
時

40
分
頃
の
予
定
で
す
。

■
対
象
者　

平
成
元
年
４
月
２
日
～
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
問
い
合
せ
先　
志
布
志
市
教
育
委
員
会

●
松
山
教
育
分
室

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

●
志
布
志
支
所
生
涯
学
習
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
３
５
）

●
有
明
教
育
分
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
志
布
志
市
に
在
住
さ
れ
て
い

る
方
で
、
農
家
台
帳
に
登
録
の
あ
る
方

（
耕
作
面
積
10
㌃
以
上
）
へ
は
、
申
請

書
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
次
の
登

録
資
格
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
平
成
22
年
１
月

10
日
（
日
）
ま
で
に
最
寄
り
の
志
布
志

市
農
業
委
員
会（
本
庁
・
各
分
室
）へ
提
出

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

尚
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
審
査
や
縦

覧
期
間
を
経
て
平
成
22
年
３
月
31
日
に

確
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
登
録
資
格

① 

年
齢
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
２
年
４

月
１
日
以
前
出
生
者
）

② 

志
布
志
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
人

③ 

①
及
び
②
に
掲
げ
る
事
項
に
該
当
し

た
人
で
次
の
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

１
． 

10
㌃
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の

業
務
を
営
む
人

２
． （
１
）
に
掲
げ
る
人
の
同
居
の
親

族
又
は
そ
の
配
偶
者
で
そ
の
耕
作

に
従
事
す
る
日
数
が
年
間
お
お
む

ね
60
日
以
上
で
あ
る
と
農
業
委
員

会
が
認
め
た
人

３
． 

10
㌃
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の

業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組

合
員
又
は
社
員
で
そ
の
耕
作
に
従

事
す
る
日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
で
あ
る
と
農
業
委
員
会
が

認
め
た
人

■
問
い
合
わ
せ
先

●
志
布
志
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

●
農
業
委
員
会
有
明
分
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
４
４
）

●
松
山
支
所
農
業
委
員
会
事
務
局

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
３
０
２
）

●
志
布
志
支
所
農
業
委
員
会
志
布
志
分
室

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
４
５
）

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

散
水
器
具
設
置
の
申
込
み
は
お
早
め
に
！

　

畑
か
ん
区
域
内
で
、
レ
イ
ン
ガ
ン
や

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
の
散
水
器
具
を
設

置
さ
れ
る
場
合
は
、
県
営
事
業
実
施
期

間
中
で
あ
れ
ば
約
８
割
の
補
助
が
あ
り

ま
す
。（
自
己
負
担
額
は
設
置
費
用
の

20
・
25
㌫
で
す
。）

　

こ
の
県
営
事
業
は
、
松
山
町
及
び
志

布
志
町
の
曽
於
東
部
地
区
が
23
年
度
、

有
明
町
の
曽
於
南
部
地
区
が
24
年
度

（
伊
崎
田
及
び
野
井
倉
、
蓬
原
の
一
部

は
25
年
度
）
で
終
了
し
ま
す
。

　

散
水
器
具
の
設
置
は
、
申
込
み
を
受

け
て
半
年
か
ら
１
年
後
位
に
設
置
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
は
、
設
計
を
行
う
た
め
に
あ

る
程
度
の
期
間
が
必
要
な
こ
と
と
、
必
要

な
予
算
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
県

営
補
助
事
業
に
よ
る
散
水
器
具
設
置
申

込
み
に
つ
い
て
は
、
県
営
事
業
終
了
年
度

の
１
年
前
ま
で
に
申
し
込
ま
な
い
と
補

助
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
散
水
器
具
設
置
を
申

し
込
ま
れ
る
場
合
は
、
曽
於
東
部
地
区

が
22
年
度
（
23
年
３
月
末
）
ま
で
、
曽

於
南
部
地
区
が
23
年
度（
24
年
３
月
末
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
※

伊
崎
田
及
び
野
井
倉
、
蓬
原
の
一
部
は

24
年
度
（
25
年
３
月
末
）
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
設
置
に
つ
い
て
は
、
通
水
地

区
で
あ
る
こ
と
を
優
先
し
、
申
し
込
み

順
に
設
置
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
散
水
器
具
の
機

種
・
メ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
農
家
の

方
が
自
由
に
指
定
で
き
ま
す
の
で
、
ご

希
望
が
あ
れ
ば
県
と
の
打
合
せ
時
に
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　

散
水
器
具
設
置
申
し
込
み
、ま
た
は
、

補
助
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

●
曽
於
南
部
土
地
改
良
区

　

℡
４
７
１
ー
０
１
７
１

●
曽
於
東
部
土
地
改
良
区

　

℡
４
８
７
ー
２
９
８
６

●
市
役
所
農
政
課
畑
か
ん
推
進
室 　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
３
１
）

●
曽
於
畑
地
か
ん
が
い
農
業
推
進
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
８
２
ー
２
５
４
７

工
業
統
計
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

経
済
産
業
省
で
は
、
12
月
31
日
現
在

で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す

べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
明
治
42
年
に
始
め
ら
れ
、
お
か
げ

さ
ま
で
百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
・
大

学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
調

査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調

査
の
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
情
報
管
理
課
地
域
情
報
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

身
体
障
害
者
手
帳
の
種
別
に
肝
臓

機
能
障
害
が
加
わ
り
ま
す
！

　

身
体
障
害
者
手
帳
は
、
病
気
や
ケ
ガ

な
ど
で
、一
定
の
障
害
が
固
定
・
永
続
し
、

日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け
て
い

る
方
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り
交
付
さ

れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
手
帳
は
、
身
体

障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

で
、
障
害
福
祉
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
手
帳
の
障
害
の
種
類
は
、
視

覚
障
害
・
肢
体
不
自
由
・
心
臓
機
能
障

害
な
ど
11
種
類
あ
り
、
１
級
か
ら
７
級

ま
で
に
区
分
さ
れ
ま
す
。（
数
字
が
小

さ
い
ほ
ど
重
度
）

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
新
た
に
肝
臓

機
能
障
害
が
身
体
障
害
に
追
加
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
２
月
か
ら
申
請
受
付
が

始
ま
り
ま
す
。
手
帳
を
申
請
す
る
と
き

は
、
医
師
の
診
断
書
を
添
え
て
、
左
記

に
提
出
し
、
市
を
経
由
し
て
県
知
事
に

申
請
し
ま
す
。
同
時
に
、
肝
臓
移
植
と

移
植
に
か
か
る
医
療
に
対
し
て
助
成
制

度
も
始
ま
り
ま
す
。

　

障
害
の
認
定
に
は
一
定
の
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

●
市
福
祉
事
務
所
（
本
庁
福
祉
課
内
）

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

●
松
山
支
所 

市
民
課 

福
祉
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

●
志
布
志
支
所 

福
祉
課 

福
祉
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
３
）

保
育
所
（
園
）
申
込
案
内

　

市
福
祉
課
で
は
、
平
成
22
年
度
保
育
所

（
園
）入
所
申
込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
入
所
希
望
の
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
は
、
保
育

所（
園
）の
入
所
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
所
申
込
書
は
志
布

志
市
役
所
本
庁
・
支
所

ま
た
は
各
保
育
所
（
園
）

に
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

■
入
所
申
込
書
の
受
付
期
間

　

平
成
22
年
１
月
15
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
１
日
（
月
）

※
土
日
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

配
布
・
受
付
場
所
に
用
意
し
て
あ

る
『
保
育
所
入
所
申
込
書
』
に
必
要
事

項
を
記
入
し
『
保
育
に
欠
け
る
（
保
育

で
き
な
い
）
状
態
を
証
明
で
き
る
書
類

（
父
・
母
の
就
労
証
明
等
）』
と
『
同

居
者
全
員
の
課
税
証
明
書
（
平
成
21
年

度
）』
を
添
付
し
て
、
保
護
者
が
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た『
所
得
税
額
を
証
明
す
る
も
の
』

の
提
出
は
、
源
泉
徴
収
票
は
会
社
等
か

ら
受
領
さ
れ
次
第
、
確
定
申
告
書
の
写

し
等
は
申
告
が
済
み
次
第
、
平
成
22
年

３
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
児
童
１
人
に
１
枚

で
す
。

■
保
育
所
に
入
所
で
き
る
基
準

　

家
庭
外
就
労
、
家
庭
内
就
労
（
内
職

等
）、
母
親
の
出
産
・
病
気
や
負
傷
、

家
庭
の
災
害
等
に
よ
り
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合
。

■
保
育
料

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
所
得
に
応
じ
て

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁　

福
祉
課
児
童
福
祉
係　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線 

１
７
５
）

●
松
山
支
所　

市
民
課　

福
祉
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

●
志
布
志
支
所　

福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
２
）
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市 営 住 宅 空 き 家 情 報　（ 松 山 地 区 ）
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
■松山団地 102 号　３�建の２�　３Ｄ�　最低家�は 15,600 円　３�建の２�　３Ｄ�　最低家�は 15,600 円�建の２�　３Ｄ�　最低家�は 15,600 円２�　３Ｄ�　最低家�は 15,600 円�　３Ｄ�　最低家�は 15,600 円　３Ｄ�　最低家�は 15,600 円３Ｄ�　最低家�は 15,600 円Ｄ�　最低家�は 15,600 円　最低家�は 15,600 円
　※家�は所得に応じて決定します。します。
■松山団地 258 号　一戸建て　　　　　　　　　家�は 35,000 円（定額）　一戸建て　　　　　　　　　家�は 35,000 円（定額）　　　家�は 35,000 円（定額）　　家�は 35,000 円（定額）家�は 35,000 円（定額）（定額）
■問い合わせ・申込先
　●市役所建設課管理係　　℡ 474-1111（内線 467）　℡ 474-1111（内線 467）℡ 474-1111（内線 467）（内線 467）内線 467）
　●●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）（内線 253）内線 253） 松山団地

 

ダム

ＦＰ

ファームポンド

幹線水路 支線水路
給水栓

農家負担はありません

散水器具

スプリンクラー
等設置には農家
負担があります

事業費の約
２割を負担
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■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されてい
た水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

司法書士による無料法律相談会

　宮崎県及び鹿児島県には司法書士・弁護士が全く存在し
ない、または一人しかいない市町村があります。
　当該地域では、トラブルに巻き込まれた住民が満足な法
的サービスを享受することが困難です。そこで、そのよう
な地域の法的救済の一助となることを目的に無料法律相談
会を下記のとおり開催します。
■日時　平成 22 年 1月 9日　13 時～ 17 時
　　　　平成 22 年 1月10日　		9 時～ 12 時
■会場　串間市総合保健福祉センター
■相談形式　面談による相談（予約不要）
　　　　　　電話相談　①℡ 090-2584-9652
　　　　　　　　　　　②℡ 080-1725-2391
　　　　　　　　　　　③℡ 090-2519-6275
■内容　労働相談、不動産・商業登記相談、多重債務相談
　　　　後見相談、その他法律相談全般
■主催　宮崎県青年司法書士会・鹿児島県司法書士会
 問い合わせ先
　司法書士杉本栄一事務所　℡ 0985-64-8110
　吉岡司法書士事務所　　　℡ 0987-72-3031

※市報しぶしでは有料広告を募集しています。
　問い合わせは市役所総務課（℡474-1111内線 214）までお願いします。
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ねえみんな、この金額に目を留めて！
平成 21 年度に改正された鹿児島県の最低賃金

■鹿児島県最低�金（地域別最低�金）
時間額（円） 適用範囲

630
　鹿児島県下のすべての労働者に適用されま
す。ただし、特定最低賃金に該当する職種の
場合は、各産業別最低賃金が適用されます。

※一般の労働者と労働効率などが異なるため、最低�金を
一律に適用するとかえって雇用機会を狭める可能性がある
などの労働者については、使用者が鹿児島労働局長の許可
を受けることを条件として、個別に最低�金を減額するこ
とが認められています。	
	問い合わせ先　鹿児島県労働局賃金室　℡ 099-223-8278
　　　　　　　 http://www.kagoshima.plb.go.jp/

預金保険制度についてご存知ですか？

　「預金保証制度」は、万が一金融機関が破たんした場合に、
預金者等の保護や資金決済の履行の確保を図ることによっ
て、信用秩序を維持することを目的としています。
　「預金保証制度」により、当座預金や利息の付かない普
通預金等（決済用預金）は、全額保護されます。定期預金
や利息のつく普通預金等（一般預金等）は、預金者 1人当
たり、1金融機関ごとに合算され、元本 1,000 万円までと
その利息等が保護されます。それを超える部分は、破たん
した金融機関の残余財産の状況に応じて支払われるため、
一部支払われない可能性があります。
　「預金保証制度」に加入している金融機関は、銀行、信用
金庫、労働金庫、労働金庫連合会、商工組合中央 -金庫です。
 問い合わせ先　預金保険機構　℡ 03-3212-6029
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2009 志布志湾岸サミット
志布志湾岸ご当地クイズホームページ開設のお知らせ

　みなさん。地元のクイズに答えてみませんか？
　志布志湾岸5つの市町のみなさんの協力で地元のクイズ
ができました。みなさんの住まわれている志布志湾岸地域
をどのくらいご存知ですか。自分の住んでいる地域の歴史
や文化を知ってください。そして郷土の魅力を再認識、再
発見してください。地域に対しての新たな問題・疑問にも
気づくことまちがいなし。
　「考える力」がこのクイズで付きます。
　これで、今日からあなたも湾岸王になれます。
■ホームページ　http://www.gotouchi-quiz.sakura.ne.jp/
■主催　	志布志湾岸エリア活性化協議会
 問合せ先　（社）新大隅青年会議所　℡ 473-2378

緊急時　あなたを守る　110 番
　～ 1 月 10 日は 110 番の日～

　110 番は、皆さんの身近で事件・事故が発生した場合の
緊急ダイヤルです。
　事件・事故を早期に解決するためには、皆さんからの「迅
速」・「正確」な通報が必要です。
　110 番される際は次の点に気を付けてお願いします。
■慌てず、落ち着いて事案の内容について教えてください。
■バス停や学校、病院などの目標となる施設等を教えてください。
※	なお、事件・事故以外の相談などは志布志警察署（℡
472-0110）または警察総合電話「#9110」をご利用ください。

土地台帳の閲覧制度の変更についてのお知らせ
志布志市

　土地台帳の閲覧が、平成 22 年４月１日から写しの交付
に変更になります。
　土地台帳は、これまで固定資産課税台帳の補助簿的な台
帳として、固定資産の課税履歴を参照することを主な目的
に、法務局の登記簿をもとに作成され、課税事務上で使用
されてきました。併せて一般の閲覧にも供してきました。
　平成２２年４月１日から土地情報の電算化に伴い土地台
帳の閲覧方法が変わります。今までは紙台帳で閲覧に供し
ていたものを、電算システムから記載事項を出力し、写し
の交付をすることになります。これは、鹿児島地方法務局
曽於出張所と同じ交付となります。　
　申請は今までどおりですが、１筆ごとの交付となり、手
数料は１筆につき 200 円です。

2011 年 7 月 24 日でアナログ放送は終了します！（不明な点はデジサポまで）
■問い合わせ先　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター　℡ 0570-07-0101・℡ 03-4334-1111
　　　　　　　　（平日 9 時～ 21 時、土日、日曜、祝日 9 時～ 18 時）

広告

市報しぶしに掲載する

有料広告を募集します！
　市では、新たな財源を確保し、市民サービスの向上
と地域経済の活性化を図るため、市報しぶしに掲載す
る有料広告を募集します。
　市内外の企業のほか個人、団体の広告にもご利用い
ただけます。
■問い合わせ先
　市役所総務課　℡ 474-1111（内線 214）

12月

 １月

13日 山口内科（内科） ℡473-1188
  松下医院（内科、外科、皮膚科） ℡472-1124
20日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  びろうの樹整形外科（整形外科、内科） ℡471-6611
23日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
27日 大山病院（内科） ℡472-1400
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
31日 石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
  藤後クリニック（内科） ℡472-1237
１日 大山病院（内科） ℡472-1400
２日 松下医院（内科、外科、皮膚科） ℡472-1124
  山口内科（内科） ℡473-1188
３日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科、内科） ℡472-1212
10日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
11日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  松下医院（内科、外科、皮膚科） ℡472-1124
17日 手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
24日 びろうの樹整形外科（整形外科、内科） ℡471-6611
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001

11月・12月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

12月

12月

■松山地区　
12 月	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
　　　28 日	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
　　　29 日	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049
　　　30 日	 加世田建設	 	 ℡ 487-2057
　　　31 日	 今井水道	 	 ℡ 487-8868
１ 月　	 加世田建設	 	 ℡ 487-2057
　　　１ 日	 半下石建設	 	 ℡ 487-8706
　　　２ 日	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
　　　３ 日	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
　　　４ 日	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049
■志布志地区
12 月 ８ 日～ 12 月 14 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
12 月 15 日～ 12 月 21 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
12 月 22 日～ 12 月 28 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
12 月 29 日	 	 崎田建設	 ℡ 473-0050
12 月 30 日	 	 志布志水道	 ℡ 472-3540
12 月 31 日	 	 山本組	 ℡ 472-1101
１ 月 １ 日	 	 高吉組	 ℡ 472-0721
１ 月 ２ 日	 	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
１ 月 ３ 日	 	 崎田建設	 ℡ 473-0050
１ 月 ４ 日	 	 志布志水道	 ℡ 472-3540
１ 月 ５ 日～１月 11 日	 山本組	 ℡ 472-1101
１ 月 12 日～１月 18 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
１ 月 19 日～１月 25 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
■有明地区
12 月 13 日～ 12 月 19 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
12 月 20 日～ 12 月 27 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
12 月 28 日	 	 郡山工業	 ℡ 475-0008
12 月 29 日	 	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
12 月 30 日	 	 西江建設	 ℡ 474-2113
12 月 31 日	 	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
１ 月 １ 日	 	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
１ 月 ２ 日	 	 池崎建設	 ℡ 475-2068
１ 月 ３ 日	 	 郡山工業	 ℡ 475-0008
１ 月 ４ 日	 	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
１ 月 ５ 日	 	 西江建設	 ℡ 474-2113
１ 月 ６ 日～１月 ９ 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
１ 月 10 日～１月 16 日	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
１ 月 17 日～１月 23 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
■水道局からのお願いです
　水道の漏水が発生すると水道の供給ができなくなるこ
とがあり、市民生活に多大な影響を及ぼします。
　市民の皆様への影響を最小限にするために、通勤や日
常生活において、晴天なのに路面が濡れているなどあり
ましたら情報提供のご協力をお願いします。
■連絡・問い合わせ先　水道局工務係
　　　　　　　　　　　　　℡ 474-1111（内線 483）

水道修繕当番店



志布志市くらしのカレンダー

食の講演会（13:15～15:00 アピア2階）

元日

成人式（13:00受付 文化会館 39㌻参照）

心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）

13

12

14

15 心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

法律相談（10:00～15:00 志布志支所5F会議室要予約）※1

16
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
消費生活相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
第17回創年市民大学「中村文昭」（18:30～ 文化会館）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
1歳6か月児健康診査/麻しん風しん混合予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

17
行政相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室要予約）
マタニティコンサート＆ファミリーコンサート（10:00～12:00 健康ふれあいプラザ）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）

18

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
消防出初式（13:30～ 市民グラウンド）
女性支援相談（13:00～17:00 志布志支所5F会議室）
三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）　

両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付）※2

アピア資源ごみ回収

第5回志布志ジョガー駅伝競争大会（9:30～ 志布志陸上競技場）

成人の日

心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
消費生活相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）
母子康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

乳児健康診査/BCG予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

育児学級（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

2歳児・5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 有明改善センター）

19 志布志漁協直売店「びろう」３周年記念大売り出し（10:00～18:00）

志布志漁協直売店「びろう」３周年記念大売り出し（10:00～18:00）20
志布志駅前新鮮朝市＆プチ☆マーケット（7:00～14:00 志布志駅前）

21 心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）
消費生活相談（10:00～15:00 市民センター有明）

22

(土)

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

23

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(土)

(日)

(月)

(火)

天皇誕生日

24
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

25
子育て講座（10:00～12:00 子育て支援センター）

26

27

28

29

30

アピア資源ごみ回収

肺がん検診脱漏（松山地区）※2

※ 志布志支所での母子健康手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※1 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※2 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。

日曜当番医は41ページに掲載しています

(木)

(金)

(土)

(日)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(月)

(火)

(水)

(木)

1
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3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18
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編
集
後
記

▼
年
末
に
な
れ
ば
テ
レ
ビ
を
点
け
る
と
バ
ラ

エ
テ
ィ
番
組
が
多
く
な
り
ま
す
。▼
最
近
は
、

リ
モ
コ
ン
を
手
に
テ
レ
ビ
を
見
て
、
Ｃ
Ｍ

に
な
る
と
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
て
、
つ
ま
ら

な
け
れ
ば
次
へ
と
い
っ
た
見
方
を
す
る
人
が

多
い
と
い
い
ま
す
。
▼
し
か
し
、
人
生
は
そ

ん
な
風
に
リ
モ
コ
ン
で
簡
単
に
変
え
る
訳
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
▼
試
験
に
合
格
し
よ
う
！

身
体
を
鍛
え
よ
う
！
と
思
え
ば
努
力
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
▼
そ
ん
な
努
力
を
続

け
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
「
成
功
し
た
自

分
を
出
来
る
だ
け
リ
ア
ル
に
イ
メ
ー
ジ
す

る
」
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
▼
私
も
市
民
の
皆

様
が
市
報
を
手
に
喜
ん
で
く
だ
さ
る
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
作
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼

皆
さ
ん
も
「
高
い
志
」
を
掲
げ
て
、
達
成
し

た
自
分
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
▼
想

像
す
る
だ
け
で
元
気
が
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
▼
そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
お
体
に
気
を
付

け
て
良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。（
山
本
）

　

12
月
・
1
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
金
・
土
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　

12
月
19
日
、
１
月
12
日

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

12
月
27
日
（
９
時
～
12
時
）

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

掘
り
出
し
物
市（
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

12
月
14
日
、
１
月
11
日
（
10
時
～
）

志
布
志
駅
前
市
場
（
JR
志
布
志
駅
前
）

　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
７
時
～
14
時
）

【
市

報
し

ぶ
し

設
置

一
覧（

順
不

同
）】  市

役
所

本
庁・市

役
所

各
支

所・市
文

化
会

館
・図

書
館・公

民
館・ボ

ル
べ

リ
ア

ダ
グ

リ・蓬
の

郷・健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ・蓬
原

郵
便

局
・

有
明

郵
便

局
・

鹿
児

島
銀

行
志

布
志

支
店

・
鹿

児
島

銀
行

有
明

出
張

所

・四
季

彩
館

ほ
り

ぐ
ち

志
布

志
店・ニ

シ
ム

タ
志

布
志

店
・ホ

ー
ム

マ
ン

北
山・ス

ー
パ

ー
ぬ

き
ざ

こ
Nukk店・さ

ん
ふ

ら
わ

あ
待

合
室

・Ａ
コ

ー
プ

あ
お

ぞ
ら

店・ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

JA有
明

西
部

店・あ
お

ぞ
ら

一
丁

目

・
サ

ン
ポ

ー
ト

し
ぶ

し
ア

ピ
ア

・
タ

イ
ヨ

ー
志

布
志

店
・

サ
ン

キ
ュ

ー
西

志
布

志
店

・
ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
志

布
志

北
店

・
フ

ァ
ミ

リ
マ

ー
ト

志
布

志
見

帰
店

・
安

楽
温

泉


